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１
月
５
日
、
南
部
町
新
年
互

礼
会
を
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル
で
開

催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
な

か
、
参
加
し
た
2
０
５
人
が
新

年
を
祝
う
と
と
も
に
、
町
の
さ

ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
高
橋
教
育
長
が
代

表
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し
た
ほ

か
、
工
藤
町
長
が
「
南
部
町
の

誕
生
か
ら
15
周
年
を
迎
え
た
昨

年
、
統
合
庁
舎
が
完
成
し
、
８

月
か
ら
執
務
を
開
始
し
ま
し

た
。
庁
舎
の
集
約
に
よ
り
効
率

化
が
図
ら
れ
た
部
分
を
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に

新
年
を
祝
い

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
う

南
部
町

新
年
互
礼
会

藤田　信義 さん（斗賀）
　三戸地区交通指導隊員として、
地域住民の交通安全に貢献。

上平　一雄 さん（鳥舌内）
　南部町納税貯蓄組合長並びに
体育指導員の職にあって、地方
自治の振興発展に貢献。

西村　茂 さん（赤石）
　南部町消防団員として、地域
住民の生命財産の保護に尽くし、
公益と民生の安定に貢献。

岡本　信春 さん（鳥舌内）
　南部町消防団員として、地域
住民の生命財産の保護に尽くし、
公益と民生の安定に貢献。

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
部
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
各
分
野
で
町
の
発
展

に
貢
献
し
た
13
人
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
中
舘
文

雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
「
本
日

受
賞
で
き
ま
し
た
の
も
、
関
係

各
位
の
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
戴
し
た
表
彰

に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
な
お
一

層
精
進
し
、
南
部
町
発
展
の
た

め
努
め
て
参
り
ま
す
」
と
さ
ら

な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

受賞者の方々へ表彰状と記念品が手渡されました
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中舘　文雄 さん（鳥谷）
　南部町議会議員並びに町営地
方卸売市場運営審議会委員の職
にあって、地方自治の振興発展
に貢献。

佐々木　豊 さん（埖渡）
　南部町固定資産評価審査委員
会委員の職にあって、地方自治
の振興発展に貢献。

宮本　佳悦 さん（斗賀）
　南部町教育委員並びにB&G海
洋センター運営審議会委員の職
にあって、地方自治の振興発展
に貢献。

川守田　ちよゑさん（静岡県）
　令和3年度南部町役場新庁舎建
設に際し、新庁舎設備の充実を
図るため、建物名称看板を寄贈。

工藤　弦さん（南部小）
　文部科学大臣杯第63回小学
生・中学生全国空手道選手権大
会個人戦小学6年生男子形の部に
おいて第4位の成績。

丸子　幸志郎さん（名川中）
　文部科学大臣杯第63回小学
生・中学生全国空手道選手権大
会個人戦中学1年生男子形の部に
おいて第5位の成績。

善行表彰

功労褒賞 永年にわたって地方自治の振興発展に貢献し、その功績が優れた方や、社会の福祉、民生の安定に
寄与し、その功績が特に優れた方などに贈られます。

町の公益に関する事業に尽力し、または公務を助力し、その功績が顕著な方や、スポーツ・文化活
動などにおいて、全国規模以上の大会で上位入賞した方などに贈られます。

田島　豪
たけし

 さん（大向）
　三戸地区交通指導隊員として、
地域住民の交通安全に貢献。

飯田　正彦 さん（八戸市）
　南部町学校薬剤師並びに国民
健康保険運営協議会委員として、
地域福祉の振興発展に貢献。

工藤　市朗 さん（下名久井）
　南部町納税貯蓄組合長並びに
財産区管理会委員の職にあって、
地方自治の振興発展に貢献。
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青森県宅地建物取引業協会と
協定締結

みちのくコカ・コーラ
ボトリング㈱と協定締結

協定書に押印するみちのくコカ・コーラボトリング㈱
川村秀樹執行役員エリア営業本部長㊧と工藤町長

1月12日、みちのくコカ・コーラボトリング
株式会社と「包括連携に関する協定」を締結し
ました。この協定は持続可能なまちづくりの推
進を目的としたもので、今後、災害時の飲料の
確保やスポーツイベントへの協力など、幅広い
分野で連携していきます。

握手の代わりにエルボーバンプをする青森県宅地建物
取引業協会藤林吉明会長㊧と工藤町長

1月13日、公益社団法人青森県宅地建物取引
業協会と「空き家・空き地バンク事業に関する
協定」を締結しました。この協定は空き家・空
き地バンクの利便性向上を目的としたもので、
今後、成約の媒介を希望する物件登録者と利用
希望者に対し、同協会が売買や賃貸借契約のサ
ポートを行います。

任
期
満
了
に
伴
う
南
部

町
長
選
挙
告
示
日
の
1
月

18
日
、
現
職
の
工
藤
祐
直

氏
（
66
）
の
ほ
か
に
立
候

補
の
届
け
出
は
な
く
、
工

藤
氏
の
無
投
票
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

1
月
24
日
、
当
選
証
書

付
与
式
が
役
場
で
行
わ
れ
、

南
部
町
選
挙
管
理
委
員
会

の
佐
々
木
登と

し

お
志
雄
委
員
長

か
ら
当
選
証
書
を
受
け

取
っ
た
工
藤
氏
は
「
公
約

を
実
行
・
実
現
し
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
」
と
力
強

く
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

工
藤
町
長
の
任
期
は
令
和

4
年
2
月
12
日
か
ら
令
和

8
年
2
月
11
日
ま
で
で
す
。

工
藤
祐
直
氏
、
再
選

南
部
町
長
選
挙
・
無
投
票
当
選
で
5
期
目
へ

佐々木委員長㊨から工藤氏へ当選証書が手渡されました
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郷土愛護の決意を新たに
南部町消防団出初式

1月16日、南部町消防団出初式を名川地区で開
催。新型コロナウイルス対策で規模が縮小される
なか、団員270人が日頃の訓練の成果を披露しま
した。

団員たちは集合・整列後、堂々とした分列行進
を実施。その後、名川中学校で式典が行われ、伝
統のまとい振りやはしご乗り演技が行われました。

工藤町長は「勇壮な分列行進などを観閲し、頼
もしく感じています。消防団の必要性はますます
高くなっており、町としてもより一層の防災・減
災対策に力を注いでまいりたい」と訓示。金澤正
一団長は「コロナ禍にあっても、我々消防団の郷
土愛護の精神は変わることはありません。今後も
地域防災の中核として、「無火災の町、南部町」の
実現を目指していく所存です」とあいさつしました。 福地第2分団による華麗なはしご乗り演技

税のイラストコンクールで表彰
杉沢小の児童7人が入賞

三八地区租税教育推進協議会主催の「税に関す
るイラスト作品コンクール」で杉沢小学校の児童
7人が入賞し、11月30日に同校で表彰式が行われ
ました。

コンクールには、校内で行われた租税教室で学
んだことをもとに制作した税金に関するイラスト
を出品。4年生の山下侑

ゆ う な

南さんの作品が三八地区
租税教育推進協議会長賞に輝きました。
入賞者
　特別賞　山下惺

さ あ や

朱さん（6年）、奥山芽
め い

生さん（5
年）、福田好

こ の み

希さん（4年）、久保田煌
お う が

牙さん（3年）
　佳作　本間心

こ は る

晴さん（5年）、髙坂咲
さ ほ

歩さん（3年）表彰状を受け取る山下侑南さん
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宝くじの助成金を活用し、消防資機材を整備

申請開始日や申請窓口、申請方法の詳
細、回数券販売終了と払戻しなどに関す
る情報は、2月の町内回覧等にてお知らせ
します。

令和4年4月から「ハチカ」南部町エリア定期の利用で

町内のバス運賃が無料に！
※「ハチカ」購入料金 500円（返却までの保証金としてお預かりします）

運賃区分

基本運賃 令和４年４月１日から新サービス開始

なんぶ里バス
多目的バス

南部バス
(路線バス)

なんぶちぇりバス  ※
南部バス

（路線バス）

町内区間の基本運賃 100円 100円

身体障害者、愛護、療育、
精神障害者　各種手帳提示 50円 100円

中学生以下 無料 無料

運転経歴証明書提示 無料 100円

八戸圏域のICカード
「ハチカ」南部町エリア定期

をご利用で！！

南部町内無料

※令和4年4月1日から「なんぶ里バス」「多目的バ
ス」が「なんぶちぇりバス」に統一されます。

ハチカとは…
▶主に八戸圏域内で運行するバス（市営バス、

南部バスなど）に乗り降りするときに、タッ
チするだけの便利な交通系ICカードです。

▶電車の乗車券やコンビニなどでの電子マネー
として、全国のSuicaエリアで利用できます。

▶「ハチカ」南部町エリア定期とは、南部町内
が無料になる定期券を設定した「ハチカ」の
ことです。購入時に無料で設定できます。問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960

一般財団法人自治総合センターでは、宝くじ
の社会貢献広報事業として実施しているコミュ
ニティ助成事業があります。令和3年度は福地小
学校少年消防クラブに、将
来の地域防災を担う人材育
成のため、軽可搬消防ポン
プ一式が宝くじの助成金で
整備されました。 問合せ  八戸消防本部 予防課 ☎0178-44-2133

※「ハチカ」南部町エリア定期をご利用されない
場合は、現在と同じ運賃になります。バスを利
用される方は、「ハチカ」南部町エリア定期を購
入することをおすすめします。
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　２月２日（水）・16日（水）　  　　　　　　　 午後2：00～ ファイザー

新型コロナウイルス
　　　　　　       ワクチン情報

接種日 時　間 ワクチンの種類

　２月４日（金）・９日（水）
　　・14日（月）・18日（金）
　　・21日（月）・25日（金）

 午前10：00～　午後2：00～ モデルナ

　２月23日（水 祝日）・26日（土）  午前  9：30～ モデルナ
　２月28日（月）　  午前10：00～ モデルナ

新型コロナワクチン接種通信

相談窓口 健康こども課
0178-60-7100

予約専用フォーム

スマートフォンからはこちら

２月 の３回目 ワクチン接種日 会場一覧

集団接種

個別接種

（コールセンター）

（ 受付時間/平日 9:00～15：00 ）

① 南 部 病 院

各医療機関へ直接お電話でご予約ください。

② 川守田外科胃腸科

④ はらだクリニック

③ かわむら内科ｸﾘﾆｯｸ

※ 個別接種のワクチンはファイザーのみ
の接種となります。

接種予約方法は各医療機関によって異
なりますので、各医療機関へお問い合わ
せください。

予約専用フォーム または お電話でご予約ください。

〇南部町健康センター 曜日によって接種時間とワクチンの種類が異なります。

コロナワクチン接種証明書（書面）の特設窓口開設について

令和４年１月２１日（金）から役場に証明書（書面）発行の特設窓口を設置しています。
また、健康センター（健康こども課）でも発行しています。（福地・南部・剣吉支所は発行できません）
必要書類：国内向け ・申請書（発行場所に設置）、本人確認ができる（免許証・保険証など）

身分証明書、委任状（代理申請の場合）。
：国内・海外向け ・国内向け必要書類にパスポートが追加となります。

※本人確認は写真付きであれば１点、写真なしは２点確認となります。
マイナンバーカードを取得してスマートフォン
による接種証明書（電子版）の取得をおすすめします。

町では、南部町に住民票がある方へ、新型コロナワクチンの接種券を順次発送します。
お手元に接種券が届き次第、接種会場を選択して、お電話等でご予約してください。

アプリの情報については、
デジタル庁のウェブサイトでご案内しています
h�ps://www.digital.go.jp/policies/posts/vaccinecert
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分~11時

2月18日　絵本を楽しみましょう
2月25日　ひなまつり製作
3月18日　ままごとあそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分~11時

2月9・16日
3月9日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時~12時

2月7・14・21日
3月7日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時~12時

2月9日　  雪あそび
2月16日　お誕生会
3月9日　  お別れ会パーティー

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時~14時

2月8・10・15・17・22・24日
3月8・10日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分~11時

2月10日　ひなかざり製作
2月17日　雪あそびをしよう
2月24日　ミニカーあそび
3月3日  園行事:ひなまつり会に参加

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801

ハッピークラス
火曜日/10時~11時30分

2月15日　親子であそぼう！
3月1日　  みんなでひな祭り

※新型コロナウイルス感染症などの影響で休止・変更とな
る場合がありますので、ご利用の際は必ず各施設にお問
い合わせください。

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 　問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別 対象者 実施日 受付時間 場所

1歳6か月児健康診査 R2.6～R2.7生 2月10日（木） 12時15分～12時45分 ゆとりあ
4歳児健康相談 H29.6～H29.7生 2月22日（火） 12時30分～12時45分・14時00分～14時15分 健康センター
乳児健康診査 R3.9～R3.11生 3月10日（木） 12時15分～12時45分 ゆとりあ

乳幼児予防接種 実施している予防接種:B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・
　　　　　　　　　　 ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG 2月14日㈪、3月14日㈪
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日  9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　  9時～11時 全種類 BCG 2月9日㈬、3月9日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日  9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　  9時～11時30分

B型肝炎、日本脳炎、
ヒトパピローマウイルス、
ロタウイルス

はらだクリニック 月・水・金曜日　　  9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　  9時～12時

B型肝炎、日本脳炎
ヒトパピローマウイルス ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　  9時～11時
金曜日　　　　　　  9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

予防接種はお子さんを病気から守り、社
会全体に病気がまん延することを防ぐもの
です。定期的に母子健康手帳を確認し、受
け忘れのないようにしましょう。

種類 対象年齢 回数

ロタウイルス 1価:出生6週から24週まで 2回
5価:出生6週から32週まで 3回

B型肝炎 1歳未満 3回
Hib 生後2か月~5歳未満

※接種開始時期により、回数が変
わります

標準4回小児用肺炎球菌

四種混合 生後3か月~7歳6か月未満 4回
BCG 1歳未満 1回
麻しん・風しん

（MR）
1歳~2歳未満 1回
小学校入学前の1年間 (年長児) 1回

水痘 1歳~3歳未満 2回

日本脳炎 生後6か月~7歳6か月未満 3回
9歳~13歳未満 1回

二種混合 11歳~13歳未満（小学6年生） 1回
子宮頸がん（HPV）小学6年~高校1年相当年齢の女子 3回

※風しんは近年、患者数が増加しています。
麻しん風しん（MR）ワクチンの接種が感
染を防ぐ最も有効な方法ですので、対象
年齢内に早めに受けましょう。

※予防接種を受ける際は、母子健康手帳と
町から配布されている予診票を必ずご持
参ください。お忘れになりますと、接種
できませんのでお気を付けください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

予防接種の受け忘れはありませんか？
子育て支援センターは、こども園に通っていないお子さ

んなら、どなたでも参加できます。お気軽にご利用ください。
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令和4年度　住民健診の申込みが始まります
町では、町民の皆様の健康を守るため、特定健診と各種がん検診を行っています。健診は一年に一度、

ご自身の健康状態を知るチャンスです。ぜひ来年度の住民健診にお申し込みください。

受診する項目を決めましょう
特定健診　ご加入の医療保険ごとに行われる健診です

加入保険など 対象年齢等 自己負担額
南部町国民健康保険 30～69歳 1,000円

70～74歳（75歳の誕生日の前日まで） 300円
後期高齢者医療制度 75歳以上(75歳の誕生日以後)の方  ・  65～74歳の加入者の方 無料
生活保護受給者 30歳以上 無料
※上記以外の方の特定健診は、「事業主」または「保険証の発行元」にお問い合わせください。

各世帯へ住民健診の申込書を郵送します
令和4年度の住民健診の申し込みは、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止のため、保健推進員
の個別訪問による申し込みの取りまとめは実施
しないこととなりました。

各種がん検診
項目 検査内容 対象年齢等 自己負担額

肺がん・結核検診 胸部Ｘ線撮影 30歳以上 無料
胃がん検診 胃部Ｘ線撮影（バリウム） 30歳以上 500円
大腸がん検診 便の潜血反応検査 30歳以上 500円
前立腺がん検診 血液検査（PSA） 50歳以上の男性 800円

肝炎ウイルス検査 血液検査 40・45・50・55・60歳の方
(検査を受けたことがない方) 無料

子宮頸がん検診 視診、内診、細胞診
(超音波検査は費用別途) 20歳以上の女性 1,000円

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上の偶数年齢の女性 500円
骨密度検査 骨のＸ線撮影 40・45・50・55・60・65・70歳の女性 1,000円
※特定健診及び各種がん検診の対象年齢は、令和5年3月末時点での年齢です。
※70歳以上の方と生活保護受給者は、がん検診の自己負担額が無料になります。

受診方法を決めましょう
「集団健診」と「個別健診」がありますので、

どちらで受診するかお選びください。
※特定健診と各種がん検診を同時に受診するこ

ともできます。
※子宮頸がん検診は、三八管内婦人科でも受診

できます。
※集団健診の日程は、各世帯へ配布する案内に

記載します。

国保人間ドックのご案内
国保人間ドックの受診を希望される場合

は、同封する用紙の記入・提出をお願いします。
希望のあった方には、別途、予約方法等に

ついてご案内しますので、その内容に従って、
ご自身での予約をお願いします。

個別健診を実施している健診機関
▶南部町医療センター　　　☎0178-76-2001
▶八戸西健診プラザ　　　　☎0178-21-1717
▶八戸市総合健診センター　☎0178-70-5563
▶五戸町健診センター　　　☎0178-62-5510

申込書類は、2月中旬から下旬にかけて各世
帯へ郵送する予定です。健診の申し込みをする
際は、申込書を同封の返信用封筒にてご返送く
ださい。

皆さんからのお申し込みをお待ちしています。

問合せ　健康こども課　☎0178-60-7100
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後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

令和4年度 放課後児童クラブ入会児童募集
対象児童
▶下校後、労働等により家に保護者が誰もいな

い小学1～3年生
▶下校後、労働等により家に保護者が誰もおら

ず、一人で留守番が難しい特別な理由のある
小学4～6年生

開設時間　▶平日　下校後～18時30分
　　　　　▶土曜日、学校休校日、長期休業日
　　　　　　７時30分～18時30分
費用　月額2,300円
申込方法　各庁舎に用意している申請書に必要

事項を記入のうえ、就労証明書等を添付して
提出してください。

申込期限　２月28日（月）

高額介護合算療養費の支給申請のお知らせ
被保険者で、医療費と介護サービス費の自己負

担額の1年分（令和2年8月1日~令和3年7月31日）
の合算額が限度額（表）を超えた場合、超えた額が
支給されます（500円以下の場合は対象外）。世帯
内に被保険者が複数いる場合は、世帯で合算して支
給額を計算します。

支給要件に該当すると思われる世帯には、2月下
旬（予定）に「支給申請のお知らせ」を送付します。
お知らせが届いた方は申請してください。

対象期間中に後期高齢者医療制度に加入した被
保険者や県外から転入した被保険者がいる世帯な
ど、支給対象となる世帯でも「支給申請のお知らせ」
が送付されない場合がありますので、対象になると
思われる方はお問い合わせください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

問合せ　健康こども課　☎0178-76-3323

クラブの名称 場所
向児童クラブ 旧向保育所
南部児童クラブ 南部老人福祉センター
名久井なかよしクラブ 名久井小学校
剣吉なかよしクラブ 南部芸能伝承館
名川南なかよしクラブ 名川南小学校
福地学童保育クラブ

ゆとりあ
福田学童保育クラブ
杉沢学童保育クラブ あけぼの研修センター

所得区分 自己負担限度額
現役並み所得Ⅲ　※1 212万円
現役並み所得Ⅱ　※2 141万円
現役並み所得Ⅰ　※3 67万円
一般  ※4 56万円
低所得Ⅱ   ※5 31万円
低所得Ⅰ   ※6 19万円

自己負担額は、支払った額から高額療養費や高額介護（予
防）サービス費を除いた額です。
※1　課税所得690万円以上の方
※2　課税所得380万円以上690万円未満の方
※3　課税所得145万円以上380万円未満の方
※4　住民税課税世帯の方（※1~3、5~6に当てはまらない方）
※5　世帯員全員が住民税非課税の方
※6　世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世帯員全員の各所

得金額が0円の方（公的年金の場合は収入が年額80万円以下）

申請に必要なもの　支給申請書／支給申請のお知
らせ／後期高齢者医療被保険者証／介護保険被
保険者証／個人番号（マイナンバー）がわかる
もの（通知カードまたはマイナンバーカード）
／本人確認書類（官公庁発行・発給の顔写真付
き身分証明書）／はんこ（認印）※申請者と受
領者が異なる場合は両者の押印が必要です／通
帳または通帳のコピー等口座情報のわかるもの

※被保険者が亡くなられている場合は受領申立書
の提出が必要です。（事前に提出した場合は不要）

※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委
任状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加
え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピー
可）、申請者の本人確認書類が必要ですので、
詳しくは担当までお問い合わせください。

※重度心身障がい者医療費の助成を受けている場
合は市町村へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療
保険や他市町村の介護保険の加入歴と、自己負
担額がある場合は、それらの保険の自己負担額
証明書が必要です。

※成年後見人が申請される場合は、登記事項証明
書（3か月以内に発行されたもの）をお持ちく
ださい。

10広報なんぶちょう 2月号



成年後見制度と任意後見制度

献血にご協力を

成年後見制度
成年後見制度とは、認知症、知的障害、精神

障害、発達障害などによって物事を判断する能
力が十分ではない方について、ご本人の権利を
守る援助者（成年後見人等）を選ぶことで、ご
本人を法律的に支援する制度です。成年後見制
度には、任意後見制度と法定後見制度がありま
す。判断能力が不十分になる前に行う制度とし
て「任意後見制度」があります。

問合せ　地域包括支援センター
　　　　（健康センター）
　　　　☎0178-76-2555

開催日　2月7日（月）・21日（月）
　　　　3月7日（月）・22日（火）
時間　13時30分～18時（最終受付17時30分）
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　体組成測定（体脂肪・筋肉量）、血管年

齢測定、骨密度測定、血圧測定、保健師・
栄養士による健康相談

費用　無料

※事前に予約が必要です。
※最近の健診結果票を持参してください。
※健康マイレージのポイント対象事業です。

達者 de 健康相談　～今よりもっと “達者”になりたい人に～

　健康センターでは毎月、健康相談を開催して
います。ご自分の血管年齢や骨密度、筋肉量、
内臓脂肪量を確認してみませんか?

問合せ　健康こども課 （健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

期日　2月18日（金）
場所・時間
▶南部支所　　9時30分～11時30分
▶南部町役場　13時15分～16時
その他　安全で責任のある献血をお願いする

ため、運転免許証など本人確認ができるも
のを持参してください。　

病気やけがなどで輸血を必要としている人の
命を救うため、男性は17歳から64歳、女性は
18歳から64歳の健康な人に400mlの献血をお
願いしています。

ただし、60歳から64歳までの間に献血の経
験があれば、69歳までできます。

献血にご協力いただいた方には血液検査の結
果が送付され、健康管理に役立てることができ
ますので、初めての方もぜひご協力ください。 問合せ　福祉介護課 （健康センター）

　　　　☎0178-60-7101

任意後見制度
ご本人が十分な判断能力があるうちに、判断

能力が低下した場合には、あらかじめご本人自
らが選んだ人（任意後見人）に、代わりにして
もらいたいことを契約（任意後見契約）で決め
ておく制度です。任意後見契約は、公証人の作
成する公正証書によって結ぶものとされており、
公証役場にて手続きを行います。

ご本人の判断能力が低下した場合に、家庭裁
判所で任意後見監督人が選任されて初めて任意
後見契約の効力が生じます。この手続を申し立
てる事ができるのは、ご本人やその配偶者、四
親等内の親族、任意後見受任者です。
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八戸圏域ウルシ造林事業

赤十字会員加入・活動資金のご支援をお願いします
日本赤十字社の活動等は、皆さんから寄せら

れた会費（社費）と寄付金によって支えられ、
国内外で苦しんでいる人々へのサポートを可能
にし、ボランティアの育成や未来を担う青少年
の学びの機会を創っています。

また、国内外において自然災害が多発してい
る近年、皆さんのご寄付によって、これまで被
害に遭われた方々への支援など、様々な取り組
みにも役立たせていただいています。

皆さんが支えている赤十字の活動を推進する

ため、南部町赤十字分区から協力依頼を受けた
町内会の方が皆さんのお宅へ伺いますので、赤
十字会員への加入ならびに赤十字活動資金（会
費・寄付金）のご支援について、よろしくお願
いします。
問合せ
▶日本赤十字社青森県支部　組織振興課
　☎017-722-2011
▶福祉介護課（健康センター）
　☎0178-60-7101

漆の生産量の拡大を図るため、令和4年度か
ら令和5年度にウルシ苗木の植栽を行う土地所
有者、林業者および林業者等の組織する団体を
募集します。
補助内容　補助対象者が購入するウ

ルシ苗木ごとに、その購入単価の
1/2以内の額を合算した額　

スポーツ安全保険に加入しませんか？
スポーツ・文化・ボランティア活動など、幅

広く適用されます。4人以上の団体でご加入くだ
さい。
対象となる事故
▶団体活動中の事故
▶往復中の事故（自動車事故による賠償責任保

険は適用外）
補償内容　傷害保険（通院、入院、後遺障害、

死亡）、賠償責任保険、突然死葬祭費用保険
加入受付期間
 3月1日（火）～令和5年3月30日（木）
※令和4年度から原則WEBでの加入になります。

募集要件　八戸圏域連携中枢都市圏域内（八戸
市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、
新郷村、おいらせ町）で、所有地および自己
が経営する山林において、0.1ha以上の植栽
可能な土地を準備できる方

申込方法　必要書類を持参または郵送にて農林
課に提出してください。

※申し込みは随時受け付けしています。
問合せ　農林課　☎0178-38-5964

保険期間
　4月1日午前0時～令和5年3月31日午後12時
　（令和4年4月1日以降に加入手続きをした場合

は、翌日の午前0時から令和5年3月31日午後
12時まで）

掛金　1人年額800円~11,000円
　（団体の活動内容・年齢などによって異なります）

問合せ　スポーツ安全協会青森県支部
　　　　☎017-718-1136
※詳細はスポーツ安全協会のホームページをご

覧ください。
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果樹経営支援対策事業（国庫事業 令和4年秋植え）の申し込み

南部町果樹産地構造改革協議会（事務局:農
林課）では、令和4年度第1次果樹経営支援対策
事業および果樹未収益期間支援事業の申し込み
を受け付けしますので、実施希望の方は下記に
よりお申し込みください。

なお、第2次計画（令和5年春植え）について
は、令和4年5月または6月号へ掲載の予定です。
事業スケジュール
▶第1次計画（今回）
　着手（交付決定）：令和4年8月頃
　完成：令和4年12月末
　補助金交付：令和5年4月頃
▶第2次計画（次回）
　着手（交付決定）：令和4年11月頃
　完成：令和5年4月末
　補助金交付：令和5年9月頃
※国庫事業のため、時期は多少前後する場合が

ありますので、予めご了承ください。
事業メニュー
①果樹新植
※改植事業は次回の第2次計画にてお申込みく

ださい。
※高密植、超高密植栽培を実施する方は、苗木

確保の目途を立ててからお申し込みください。
②特認事業（防風網・防霜ファンの設置）
③小規模園地造成（園内道の新設、傾斜の緩和、

土壌土層改良、排水路の新設）
④用水、かん水施設整備等
⑤果樹放任園対策（廃園）
※樹園地以外の農地、雑木等の処分は対象外で

す。また、園地の状況等により対象外となる
場合があります。

対象となる果樹
　りんご／おうとう／もも／ネクタリン／ぶど

う／梨／すもも／プルーン／うめ／あんず
対象となる方
　次のいずれかに該当する町内在住の70歳未満
（または後継者が65歳未満）の農業者で、「条
件（必須）」を全て満たす方

　認定農業者／担い手として「人・農地プラン」
に位置づけられている方／南部農夢の会員で、
会の推薦が得られる方／新規就農として認定
され5年経過していない方／農業経営計画が
協議会に認められた方

条件（必須）
　町税の滞納がない方／前年の農業申告がお済

みの方／自己が所有する全ての樹園地の防除
対策をお約束いただける方／事業完了年度の
翌年から8年間、園地の肥培管理を約束でき
る方 ※4、8年後に園地の検査を行います／
果樹共済もしくは収入保険へ加入済みの方（②
特認事業に限る）／協議会または事務局から
の連絡事項等に従って事業実施できる方

注意事項
▶経費はいったん全額お支払いして頂く必要が

あります。
▶自然栽培やこれに類似する栽培方法は、適正

な肥培管理としての判断が難しいことから、
お申し込みをお断りさせていただきます。

▶2アール以上のまとまった場所への植栽が必
要なため、枯れ木・倒木等の場所への植栽、
1本植栽と判断される「補植」は対象外です。

申込期限　2月28日（月）
申込方法　農林課備え付けの申込書に記入し、

必要書類を添えて事務局へ提出してくださ
い。町ホームページからもダウンロードでき
ます。

必要書類等
▶全メニュー共通　申込書、個別調査票、現況

画像(データ)
▶果樹新植　植栽後の園地の見取図（植栽間隔

を記入のこと）
▶特認事業、園地造成、かん水施設整備　見積

書及び設置図面、設計書等
補助率等の詳細は町ホームページでご確認い

ただくか、事務局までお問い合わせください。
問合せ　南部町果樹産地構造改革協議会
　　　　事務局（農林課）　☎0178-38-5964
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町営住宅入居者募集

農業者年金に加入しませんか？

入居募集住宅
町営住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

森越団地 17号 H16年度 木造平屋建 2LDK 18,200~27,100円/月
森越団地 21号 H16年度 木造平屋建 2LDK 18,200~27,100円/月
ひろば台団地 A25号 H29年度 木造平屋建 2LDK 23,400~34,900円/月
ひろば台団地 B3号 H23年度 木造平屋建 1LDK 16,500~24,500円/月
ひろば台団地 B28号 H30年度 木造平屋建 1LDK 17,600~26,200円/月
滝田団地 1号 H4年度 木造2階建 3LDK 18,000~26,800円/月
滝田団地 24号 H4年度 木造平屋建 2DK 12,900~19,300円/月

現地見学会　(現地集合・現地解散)
開催日 時間 町営住宅名

2月20日(日)
10時00分 ～ 10時45分 ひろば台団地（3戸）　　　　※集合場所：A25号
10時55分 ～ 11時20分 森越団地（2戸）　　　　　　※集合場所：17号
13時30分 ～ 14時00分 滝田団地（2戸）　　　　　　※集合場所：1号

入居資格
▶同居または同居しようとする親族がある
▶入居者と同居者の合計所得が月額15万8千円以下
▶住宅に困窮している
▶税金を滞納していない
▶入居者全員が暴力団員ではない

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居申込み
　町営住宅入居申込書を記入のうえ、必要書類を

添えて、2月28日（月）13時までに建設課・福
地支所・南部支所のいずれかに提出してくださ
い。なお、入居希望者が複数の場合は、住宅に
困窮する度合いの高い方から決定します。

※現地見学をご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
※現地見学の際は交通ルールを順守し、近隣住民への迷惑とならないようにしてください。

20～59歳までの農業者で（年間60日以上
従事）国民年金の第1号被保険者であれば誰
でも加入できます！ 

掛金は自分で自由に選べ、いつでも変更で
きます！（2万～6万7千円）さらに、35歳未
満であれば、1万円からでも加入可能！

（認定農業者に該当しない、青色申告者では
ない等の条件があります）

年金に加入しようかどうか迷っている、詳しく話を聞いてみたいなどありましたら、下記までお問い合
わせください。
問合せ　▶農業委員会事務局　☎0178-38-5972・▶JA八戸　南部支店　☎0179-23-8988

農業者年金なら…

終身年金で80歳前に亡くなられた場合は死
亡一時金が遺族に支給されます。 掛金は社会保険料の全額控除対象です。

認定農業者など一定の要件を満たす方には
保険料の国庫補助があります。
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天
文
８
（
１
５
３
９
）
年
、
戦

国
大
名
三
戸
南
部
氏
の
居
館
聖
寿

寺
館
は
、
家
臣
の
赤あ

か
ぬ
ま沼
備び

っ
ち
ゅ
う
中
の
放

火
に
よ
り
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
事
件
の
あ
ら
ま
し
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
十
和
田
の
領
主
・
赤
沼
備
中
は

南
部
晴は

る
ま
さ政
の
家
臣
で
厩

う
ま
や

役
人
。

②
同
じ
十
和
田
の
領
主
・
近

き
ん
じ
ゅ
う
が
し
ら

習
頭

の
奥お

く
せ瀬
安あ

き芸
と
の
領
地
争
い
の

際
、
晴
政
が
赤
沼
備
中
に
不
利

な
裁
定
を
下
し
た
。
そ
の
う
え

晴
政
は
、
備
中
の
美
人
の
奥
方

を
酒
宴
の
席
に
侍
ら
せ
た
。

④
激
怒
し
た
赤
沼
備
中
は
弟
の
七

郎
と
と
も
に
、
夜
間
、
聖
寿
寺

館
を
急
襲
し
放
火
。

⑤
聖
寿
寺
館
の
火
災
に
ま
ぎ
れ
、

赤
沼
備
中
が
奥
瀬
安
芸
を
斬

る
。
晴
政
は
逃
げ
延
び
る
。

⑥
赤
沼
備
中
が
聖
寿
寺
館
か
ら
東

へ
逃
走
し
、
下し

も
と
ま
い
ま
さ
い
え

斗
米
昌
家
が
追

い
か
け
、
諏
訪
ノ
平
で
戦
闘
。

⑦
腰
掛
石
（
諏
訪
神
社
境
内
）
に

座
り
一
時
休
憩
。

⑧
激
闘
の
末
、
下
斗
米
昌
家
が
赤

沼
備
中
を
斬
る
。

⑨
火
災
に
伴
い
、
南
部
家
歴
代
の

記
録
・
宝
物
が
焼
失
。

し
か
し
、
こ
の
事
件
は
後
世
の

文
献
に
記
さ
れ
る
の
み
で
、
同
時

代
の
文
書
に
記
録
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
本
当
に
火
災

が
あ
っ
た
の
か
？
ま
た
、
赤
沼
備

中
が
火
を
つ
け
た
の
か
？
実
際
に

は
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
聖
寿

寺
館
の
火
災
が
実
際
に
発
生
し
た

の
か
？
ま
た
、
そ
も
そ
も
放
火
事

件
の
首
謀
者
と
さ
れ
る
赤
沼
備
中

は
実
在
し
た
の
か
？
検
証
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
事
件
当
時
、
三
戸
南
部
氏
は
一

族
の
中
で
突
出
し
た
存
在
と
な

り
、
津
軽
も
支
配
下
に
お
さ
め
、

一
族
の
盟
主
的
な
立
場
を
確
立

し
、
北
東
北
最
大
の
戦
国
大
名
と

し
て
君
臨
し
て
い
ま
し
た
。
当
時

の
当
主
は
二
十
四
代
南
部
晴
政

（
彦
三
郎
）
で
す
。
聖
寿
寺
館
跡

か
ら
は
、
東
北
最
大
の
掘
立
柱
建

物
跡
が
確
認
さ
れ
、
晴
政
が
使
用

し
た
と
考
え
ら
れ
る
高
級
陶
磁
器

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

天
文
年
間
、
南
部
彦
三
郎
は
家

督
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
、
天
文

８
（
１
５
３
９
）
年
７
月
に
は
都

へ
の
上
洛
を
果
た
し
、
十
二
代
将

軍
足
利
義
晴
か
ら
「
晴
」
の
一
字

を
与
え
ら
れ
、「
晴
政
」
に
改
名

し
て
い
ま
す
。

「
大お

お
だ
ち
じ
ょ
う
こ
う
に
っ
き

舘
常
興
日
記
」
に
は
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
天

文
八
年
七
月
十
五
日
将
軍
の
御
使

か
ら
、
奥
州
の
南
部
に
つ
い
て
お

尋
ね
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

南
部
は
以
前
か
ら
聞
こ
え
た
随
分

の
人
物
で
、
将
軍
の
一
字
を
与
え

る
事
は
大
層
め
で
た
い
と
申
し
上

げ
た
。
南
部
彦
三
郎
は
御
礼
を
申

し
上
げ
馬
な
ど
を
献
上
し
一
段
の

人
物
と
見
え
た
」。
晴
政
は
こ
の

と
き
、
従
五
位
下
大だ

い
ぜ
ん
の
す
け

膳
亮
に
叙
任

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、
三
戸
南
部
氏
が
名
実
と

も
に
東
北
地
方
有
数
の
実
力
者
と

認
め
ら
れ
た
証
し
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
は
重
大
な
疑

問
が
残
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
江

戸
時
代
の
記
録
で
は
、
上
洛
の

ち
ょ
う
ど
一
か
月
前
に
あ
た
る
天

文
８
（
１
５
３
９
）
年
６
月
17
日
、

家
臣
の
赤
沼
備
中
の
放
火
に
よ

り
、
晴
政
の
居
城
（
聖
寿
寺
館
）

が
焼
失
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
（「
御ご

と
う
け
お
ん
き
ろ
く

当
家
御
記
録
」）。

居
城
を
舞
台
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
発

生
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

居
城
が
家
臣
に
放
火
さ
れ
焼
失

し
た
不
安
定
な
状
況
で
、
果
た
し

て
上
洛
が
可
能
だ
っ
た
の
か
。
ま

ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
の
信
憑

性
か
ら
検
証
し
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。

晴
政
の
上
洛
が
記
さ
れ
た
「
大

館
常
興
日
記
」
は
室
町
幕
府
の
八

代
将
軍
義
政
か
ら
十
二
代
義
晴
ま

で
仕
え
た
幕
臣
・
大
舘
尚な

お
う
じ氏
の
日

記
で
、
信
憑
性
が
高
い
一
次
史
料

で
す
。
日
記
と
い
う
性
質
上
、
ウ

ソ
を
記
す
メ
リ
ッ
ト
は
な
く
、
少

な
く
と
も
晴
政
の
上
洛
は
事
実
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、
三
戸
南
部
氏
の

室
町
・
戦
国
期
の
相
伝
文
書
は
１

点
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

事
件
と
同
時
期
の
文
書
は
残
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
放
火

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

聖
寿
寺
館
焼
失
の
謎
①

放
火
は
事
実
だ
っ
た
の
か
？

其の廿二

諏訪神社境内（諏訪ノ平）の腰掛石（町指定文化財）

事
件
が
記
さ
れ
た
文
書
は
、
天
文

８
年
か
ら
２
０
０
年
以
上
経
過
し

た
江
戸
時
代
中
期
に
制
作
さ
れ
た

も
の
で
、
全
体
的
に
大
き
な
脚
色

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
編へ

ん
さ
ん纂
物
は
南
部
氏

の
由
緒
を
幕
府
な
ど
外
部
に
示
す

性
質
の
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
誇

張
が
多
く
見
ら
れ
、
系
図
も
水
増

し
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
赤
沼
備
中
の
放
火

事
件
の
記
録
は
信
憑
性
が
大
き
く

劣
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

次
回
は
、
江
戸
時
代
に
ど
の
よ

う
に
こ
の
放
火
事
件
が
脚
色
さ
れ

て
い
っ
た
の
か
、
記
録
を
遡
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
責　
史
跡
対
策
室　
布
施
和
洋

二十四代南部晴政肖像画
（もりおか歴史文化館蔵）
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消防署からのお知らせ

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより
☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業　330円
   6時～8時　受付7時30分まで

★今月の休館日

  2月17日(木)

バーデにゴー！大人のお酒満喫宿泊パック　　1泊2食付1名様　8,050円　

★2月生まれの方プールお誕生月割引

  大人500円　小人300円

ご夕食にバーデパークおすすめのお酒と料理をお楽しみください。
特典　選べるお酒1杯　
▶南部町産ぶどう使用ワイン　NANBU TIMES（赤）・青森ナイアガラ（白）
▶日本酒　新酒しぼりたて限定「如空」
※前日までの要予約
※いずれか1杯お選びいただけます。

冬期間は空気が乾燥し、火災の発生が多くな
ります。住宅火災から命を守るため、火の取り
扱いと火の元の管理を徹底し、以下のことに注
意しましょう。　　　
▶初期消火は天井に火が移るまでとし、それ以

降は直ちに避難する。
▶出火建物から一度屋外へ避難した場合は、絶

対に屋内へ戻らない。
▶お年寄りや身体の不自由な方は、１階の避難

しやすい部屋で就寝する。

スケジュール例
1日目 2日目

チェックイン 12時 朝食 7時

自転車・雪道散策 ワーケーション

スケート・他 チェックアウト

ワーケーション 温泉・温水プール

夕食 18時 昼食 12時

星空鑑賞・温泉 帰宅時間は自由

逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設
置しましょう。設置されているご家庭では、い
ざという時のために、定期的に住宅用火災警報
器の作動を確認しましょう。

また、警報器が古くなると、電子部品の劣化
や電池切れ等で火災を感知しなくなることがあ
るため、10年を目安に本体を交換しましょう。
問合せ
▶三戸消防署名川分署　　☎0178-76-2416
▶三戸消防署福地分遣所　☎0178-84-2103

星空&雪道散策で心身リフレッシュヘルスワーケーション宿泊パック　1泊3食付1名様　9,800円

田園風景を眺めながら専用自転車やスノーシュー
（かんじき）での雪道散策や、夜は澄み切った満天
の星空を眺める冬の魅力たっぷりの宿泊プランで
す。（ガイド付き）　※3日前までの要予約

NEW

NEW

特典　専用自転車の無料貸出、指導員による運動
指導、管理栄養士監修のバランスランチ、スケー
トリンクの利用無料　等
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～各校の特色ある教育～

オンラインでの交流会
本校では毎年、八戸聾学校との交流会を行っ

ています。これまで杉沢中学校と八戸聾学校を
相互に訪問し、交流を深めてきましたが、昨年
は新型コロナウイルス感染防止のため、交流会
を開催することができませんでした。今年も訪
問しての交流会は難しい状況でしたが、聾学校
からの提案で、オンラインで実施することにな
りました。

交流会に先立ち、ろうあ協会の方を講師に招
き手話教室を開催し、自己紹介が出来るよう練
習しました。また、パソコンの操作やクイズの
ための問題を考えるなど、交流会に向け準備を
進めました。

7月13日に交流会本番を迎え、生徒たちは練
習した手話を使って自己紹介をしたり、お互い
にクイズを出し合って交流を深めました。交流

校長：川崎　成実　　生徒数：15人杉沢中学校

パソコンを利用してオンラインで交流しました

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《2月28日（月）まで図書室を休室します》
新型コロナウイルス感染防止対策のため、2月28

日（月）までの期間、図書室を休室します。貸し出
しは不可で、返却のみ外の返却BOXへお願いします。

休室に伴い、2月27日（日）に開催予定だったお
はなし会も中止します。

《おすすめセレクション》

せつぶんのひのおにいっか　　　　　　青山友美  作

おに一家は、のんきに暮ら
しています。たった、一日を
のぞいて…。おにから見た節
分をゆかいな絵とお話で楽し
める絵本です。ぜひ楽しい節
分にしませんか？

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　2月28日（月）まで休室します
問合せ　☎0178-76-3121 

《今月の新刊》
◆「あとから怒りがわいてくる人」のための処方箋 戸田　久実
◆鎌倉殿の13人 ＮＨＫ出版
◆基本調味料で作る体にいいスープ 齋藤　菜々子
◆塞王の楯 今村　翔吾
◆新しい星 彩瀬　まる
◆残照の頂 湊　かなえ
◆李王家の縁談 林　真理子
◆北条義時 野間 与太郎、他
◆昔話法廷Season5 NHK Eテレ「昔話法廷」制作班編
◆パンどろぼうとなぞのフランスパン 柴田　ケイコ

※3月8日（火）～11日（金）は、特別蔵書点検
のため休室です。

会は多いに盛り上がり、予定時間を超え、楽し
い時間を過ごすことができました。

来年で杉沢中学校は閉校となるため、交流会
も最後になります。来年こそは、聾学校の生徒
を杉沢中に招待し、楽しく交流会を行いたいと
思っています。

17 広報なんぶちょう 2月号



外
国
人
に
「
日
本
語
で
難
し

い
こ
と
は
な
に
？
」「
ど
ん
な

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
？
」
と

聞
く
と
、
ほ
ぼ
全
員
に
「
漢
字

で
す
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
ほ

ど
の
日
本
語
。

あ
る
日
の
日
本
語
教
室
。
日

本
語
能
力
試
験
（
外
国
人
が
受

け
る
日
本
語
の
試
験
）
も
終
わ

り
、
す
っ
か
り
や
り
き
っ
た
感

の
漂
う
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
、

い
つ
も
の
日
本
語
の
勉
強
で
な

く
、
み
ん
な
で
習
字
を
行
い
ま

し
た
。

テ
ー
マ
は
「
好
き
な
漢
字
（
１

字
）」。
ま
ず
は
、
漢
字
を
決
め
、

そ
の
理
由
を
考
え
て
い
き
ま

す
。
分
か
ら
な
い
と
き
は
先
生

に
イ
メ
ー
ジ
を
話
し
、
一
緒
に

相
談
し
な
が
ら
「
漢
字
」
を
決

め
て
い
き
ま
す
。

「
母
」
…
好
き
な
人
。「
助
」

…
い
ろ
い
ろ
な
人
が
助
け
て
く

れ
た
。「
愛
」
…
人
生
に
必
要
な

も
の
。「
命
」
…
母
に
命
を
も

ら
っ
た
。
な
ど
、
様
々
な
理
由

で
漢
字
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

異
彩
を
放
っ
た
の
は
「
葱
」
！
。

「
南
部
町
の
有
名
な
野
菜
」
と

い
う
見
事
な
理
由
で
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
が
決
ま
り
、

い
ざ
習
字
へ
。
み
ん
な
は
、
初

め
て
使
う
筆
に
い
き
な
り
悪
戦

苦
闘
。
思
っ
た
よ
う
に
書
け
ず

顔
が
ど
ん
ど
ん
険
し
く
（
真
剣

に
？
）
な
っ
て
い
く
…
。
楽
し

い
？
と
聞
き
た
く
な
る
ほ
ど
の

雰
囲
気
で
し
た
。

一
画
ず
つ
丁
寧
に
じ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
書
い
て
い
く
人
、
一

気
に
書
き
上
げ
る
人
、
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
長
く
な
か

な
か
書
け
な
い
人
、
最
初
に
1

枚
を
書
い
て
「
こ
れ
が
い
い
で

す
」
と
い
う
人
ま
で
、
み
ん
な

マ
イ
ペ
ー
ス
で
習
字
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

外
国
人
に
と
っ
て
普
段
は「
勉

地域おこし協力隊より
～好きな漢字は？～

強
す
る
漢
字
」
で
す
が
、
こ
の

日
は
「
日
本
文
化
の
漢
字
」
と

し
て
体
験
で
き
た
日
だ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
漢
字

を
書
き
終
え
、
一
番
良
い
「
作

品
」
を
手
に
、「
私
の
漢
字
は

○
で
す
。
こ
れ
は
～
～
～
」
と

発
表
す
る
姿
は
、
す
っ
か
り
「
私

の
漢
字
」
に
な
っ
て
く
れ
た
か

な
ぁ
と
思
う
教
室
で
し
た
。

（
ち
な
み
に
…
）
今
回
の
習

字
で
、
私
も
「
葱
」
と
い
う
漢

字
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
♪

（
文 

む
ら 

あ
ゆ
み
）

生
徒
み
ん
な
で
思
い
思
い
の
漢
字
を

書
き
ま
し
た

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

2月17日（木）

広告広告
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デーレース ナイターレース

役立っています！　ボートピアなんぶ交付金
ゴミステーションを整備したことにより、ゴミがすべて収納され、鳥獣によるゴミの散乱
がなくなり、地域の美化・衛生面の向上が図られました。（新開地町内会）

2 February 3 March
3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

休
館
日

多摩川
一般戦

多摩川
一般戦 福岡GⅠ九州地区選手権 びわこGⅠ近畿地区選手権 多摩川一般戦 平和島一般戦 唐津GⅠ全日本王者決定戦

尼崎
レディ
ース

平和島
ヴィーナスシリーズ

鳴門G
Ⅰ（モ） 常滑GⅠ東海地区選手権 浜名湖

ヴィーナスシリーズ 戸田一般戦 児島一般戦 戸田ヴィーナスシリーズ 尼崎
GⅢ

若松
男女

若松男女
W優勝戦 桐生GⅠ関東地区選手権 下関GⅠ中国地区選手権 住之江一般戦 若松

一般戦 住之江一般戦 桐生一般戦

桐生
一般戦 住之江一般戦 蒲郡一般戦 住之江一般戦 大村一般戦 桐生GⅡ

レディースオールスター
下関

一般戦
蒲郡GⅢ
企業杯

第12回南部町総合優勝制スポーツ大会ボッチャ競技大会
12月5日、ボッチャ競技大会を町民体育館で開催。

ボッチャはパラリンピックの正式種目で、日本選手
が個人種目で金メダルを獲得した競技です。参加し
た11チームは、ジャックボールと呼ばれる目標球に
赤・青6球ずつのボールを互いに投球。いかに近づ
けるかで得点を競いました。

福
地
短
歌
会

陽
が
沈
み
朝
ま
た
昇
る
連
綿
と
二
人
き
り
な
る
障
子
を
さ
し
て	

川
守
田
慶
三

雪
映
す
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
続
く
日
は
コ
ロ
ナ
の
話
題
陰
に
隠
る
る	

大
久
保
雪
夫

吾
の
知
ら
ぬ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
受
け
二
十
歳
の
孫
の
学
業
つ
づ
く	

奥
寺　

睦
子

夕
食
後
算
盤
は
じ
き
こ
よ
り
縒
る
戦
後
間
も
な
き
父
の
面
影	

工
藤　

武
子

冬
の
陽
を
硝
子
戸
越
し
に
浴
び
な
が
ら
介
護
施
設
の
昼
食
を
と
る	

工
藤　

裕
正

見
え
ね
ど
も
吾
ら
散
ら
し
し
中
空
の
汚
染
の
中
を
雲
は
流
る
る	

坂
上　

傳
吉

照
ノ
富
士
六
度
の
優
勝
決
め
し
時
手
に
汗
に
ぎ
り
テ
レ
ビ
観
て
を
り	

水
梨　

正
夫

朝
な
さ
な
山
の
紅
葉
も
深
ま
り
て
名
久
井
岳
に
は
初
雪
が
見
ゆ	

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

一
段
と
冷
え
る
年
の
瀬
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
コ
笑
顔
の
母
を
想
ふ
一
枚	

馬
場　

昭
子

力
込
め
孫
の
搗
き
た
る
鏡
餅
そ
な
へ
て
祈
る
新
年
の
朝	

馬
場　
　

操

ふ
る
さ
と
を
見
守
り
て
立
つ
名
久
井
岳
新
春
の
日
が
雪
か
が
や
か
す	

馬
場　

敬
子

生
涯
を
り
ん
ご
栽
培
ひ
と
す
ぢ
の
里
の
要
の
重
雄
さ
ん
逝
く	

坂
本　

綾
子

里
川
の
流
れ
に
載
り
て
氷
片
と
白
鳥
三
羽
橋
く
ぐ
り
ゆ
く	

佐
々
木
冴
美

若
　
草
　
会

週
一
度
列
車
で
出
か
け
る
稽
古
日
は
早
め
に
準
備
し
走
ら
ぬ
よ
う
に	

中
野　

静
子

日
め
く
り
の
暦
う
す
く
な
り
新
し
き
年
を
思
い
て
心
は
走
る	

一
ノ
渡　

綮

地
の
上
の
秋
走
り
去
り
稜
線
を
跨
ぐ
す
じ
雲
天
空
を
分
け	

藤
野　

幸
枝

穴
あ
き
の
障
子
の
走
り
確
か
め
て
さ
く
ら
の
花
び
ら
両
手
で
合
わ
す	

向
山　

敦
子

小
走
り
で
辿
る
家
路
に
舞
う
雪
も
天
使
の
羽
か
今
宵
ば
か
り
は	

馬
場　

悦
子

た
だ
一
輪
師
走
の
庭
に
赤
い
薔
薇
が
ん
ば
っ
た
ね
と
そ
う
っ
と
ふ
れ
る	

工
藤　

孔
子

生
き
る
も
の
獲
物
の
分
か
れ
目
疾
走
す
サ
バ
ン
ナ
に
日
々
た
だ
ひ
た
す
ら
に	

鶴
飼　

千
年

優勝　あかねチーム
準優勝　大向チーム　第3位　たいらチーム

ボ
ッ
チ
ャ
競
技
初
代
王
者
と
な
っ

た
あ
か
ね
チ
ー
ム
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☎
０
１
７
８
・
38
・
８
９
６
３

南
部
町
精
神
障
害
者
家
族
会

「
ま
べ
ち
の
会
」
で
は
、
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
が
集
ま

り
、
自
由
に
語
ら
い
、
交
流
し
て

い
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す

の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
お
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
2
月
19
日
（
土
）

　
　
　
12
時
～
14
時
30
分

場
所　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
健
康
こ
ど
も
課（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

八
戸
市
と
連
携
し
て
生
活
再
建

お知らせ
information

行政相談・人権相談
日時　3月3日（木）13時～15時
場所　福地・剣吉公民館、
　　　南部支所
問合せ
▶行政相談は総務課

☎0178-76-2111
▶人権相談は住民生活課
　☎0178-38-5963

3・4月の休日窓口開設日
期日　3月5日（土）・19日（土）
　　　4月2日（土）・16日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　 戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付と印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和4年1月20日現在）

対先月比
人　口 17,265人 （－52）

男 8,214人 （－30）
女 9,051人 （－22）

世帯数 7,489世帯（－15）

　
　
　「

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、

一
度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
か

ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
2
月
21
日
（
月
）
9
時
～
16
時

　
（
毎
月
第
3
月
曜
日
に
開
催
）

場
所　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

※
会
場
内
に
て
認
知
症
に
関
す
る

図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
出
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
の
展
示
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
よ
る
認
知
症
簡
易
テ
ス
ト
も

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
談

以
外
に
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
雅

み
や
び

日
時　
2
月
14
日
（
月
）

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

参
加
料

　
２
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
地
域
交
流
カ
フ
ェ
雅

　
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字
如
来

堂
５—

1

　
（
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
蒼　
隣
）

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者

信
用
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
無
料

相
談
会
で
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や

弁
護
士
が
お
金
や
暮
ら
し
に
関
す

る
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に

聴
き
取
り
し
、
一
緒
に
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
ま
す
。

期
日　
３
月
５
日
（
土
）

場
所　

信
用
生
協
八
戸
事
務
所

（
八
戸
市
大
字
八
日
町
36
第
一

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
4
階
）

相
談
内
容　
お
金
の
問
題
（
多
重

債
務
問
題
な
ど
）、
遺
産
相
続
、

不
動
産
売
買
、
税
金
等
公
共
料

金
の
滞
納
、
Ｄ
Ｖ
・
離
婚
問

題
、
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る

悩
み
事

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
・
予
約
先

　
信
用
生
協
八
戸
事
務
所

　
☎
０
１
２
０・１
０
２・０
８
４

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け

に
行
こ
う
！
」
相
談
会

開催案内
南
部
町
精
神
障
害
者
家
族

会
「
語
ら
い
の
会
」

広告
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戦
傷
病
者
相
談
員

　
石
亀
敏
春
（
五
戸
町
）

　
☎
０
１
７
８
・
62
・
６
４
６
１

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　
佐
々
木
正
志
（
五
戸
町
）

　
☎
０
１
７
８
・
62
・
４
８
６
５

委
託
期
間　
令
和
3
年
10
月
1
日

～
令
和
5
年
9
月
30
日

問
合
せ　

▼
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

▼
県
健
康
福
祉
政
策
課

　
保
護
・
援
護
グ
ル
ー
プ

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
７
８

厚
生
労
働
省
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に

よ
り
、
戦
没
者
遺
骨
の
身
元
を
特

定
し
て
、
ご
遺
族
の
も
と
へ
返
還

す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
鑑
定
は
戦
没
者
遺
骨
の
検
体

を
採
取
し
た
次
の
地
域
で
実
施
し

ま
す
。

　
硫
黄
島
／
イ
ン
ド
／
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
／
沖
縄
／
樺
太
／
旧
ソ
連

等
（
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
）
／

タ
イ
／
中
部
太
平
洋
地
域
（
ウ

エ
ー
ク
島
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

島
、
ツ
バ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、

パ
ラ
オ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸

　
学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申

請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
、
在

学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
、
保
険
料
免

除
・
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
保
険

料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
比

べ
年
金
額
が
低
額
と
な
り
ま
す
。

※
全
額
免
除
ま
た
は
一
部
免
除
が

承
認
さ
れ
る
と
、
付
加
年
金
お

よ
び
農
業
者
年
金
、
国
民
年
金

基
金
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
付
加
年
金
お
よ
び
農
業

者
年
金
、
国
民
年
金
基
金
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
加
入
が
で
き

ま
せ
ん
。

問
合
せ　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

戦
傷
病
者
相
談
員
・
戦
没
者
遺

族
相
談
員
は
、
戦
傷
病
者
・
戦
没

者
遺
族
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

指
導
・
助
言
を
行
い
、
福
祉
の
増

進
を
図
る
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
業
務
を
委
託
さ
れ
、
活
動
し

て
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ

の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
保
険
料
の
納
付
が

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
申
請
は
、
各
庁
舎
の

窓
口
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
申
請（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

　
本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま

た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。
な

お
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
一

部
納
付
保
険
料
を
納
付
し
な
い

と
未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
猶
予
申
請

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方

で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
で
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
申
請

制度案内
戦
没
者
遺
骨
の
身
元
特
定

の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定

島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
メ
レ
ヨ

ン
島
）
／
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

／
ノ
モ
ン
ハ
ン
／
ビ
ス
マ
ー
ク
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
／
フ
ィ
リ
ピ
ン

／
ミ
ャ
ン
マ
ー

申
請
者　
右
記
地
域
の
戦
没
者
の

配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
兄

弟
姉
妹
、
ま
た
は
甥
、
姪
等

問
合
せ
・
相
談
先

　
厚
生
労
働
省　
社
会
・
援
護
局

事
業
課　
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
担
当

　
☎
０
３・３
５
９
５・２
２
１
９

　
（
平
日
9
時
30
分
～
18
時
）

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
風
車
作
り
教
室

日
時

　
３
月
12
日
（
土
）・
15
日
（
火
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
各
４
名

参
加
費　
無
料

持
ち
物

▼
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
２
本

　
（
す
す
い
で
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）

▼
針
金
ハ
ン
ガ
ー
２
本

▼
軍
手

申
込
期
間　
２
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　
～
各
開
催
日
の
前
日

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

踏
切
通
行
時
の
注
意
点

▼
踏
切
前
で
は
、
一
時
停
止
を
確

実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

▼
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
内

に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

▼
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ
た

ら
、
踏
切
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
支
障
報
知
ボ
タ
ン
」
を
押
す

か
、
自
動
車
の
「
発
煙
筒
」
で

列
車
に
合
図
し
ま
し
ょ
う
。

▼
遮
断
機
で
踏
切
内
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
ら
、
慌
て
ず
に
遮し

ゃ
だ
ん
か
ん

断
棹

（
遮
断
機
の
竿
）
を
自
動
車
で

ゆ
っ
く
り
押
し
て
脱
出
し
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

制度案内
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

相談案内
戦
傷
病
者
相
談
員
・

戦
没
者
遺
族
相
談
員

開催案内
八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

3
月
の
体
験
教
室

注意喚起
踏
切
前
の
安
全
確
認
を

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
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編集後記
　今年は 2年ぶりに成人式が開催されました。
コロナ禍で様々な不便を強いられるなか、新成
人たちは旧友との久しぶりの再会を喜び、皆さ
ん笑顔に。私も若い力に元気をもらいました。
新成人の皆さん、ご成人おめでとうございます。

【美】

町営市場の販売状況（12月16日～1月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

サンふじ（りんご） 615,027 132,815 216 168
王林（りんご） 58,924 9,316 158 146
シナノゴールド（りんご） 9,114 1,780 195 149
サンジョナゴールド（りんご） 6,386 1,251 196 126
はるか（りんご） 5,694 1,092 192 179
ふじ（りんご） 4,287 693 162 164
金星（りんご） 6,830 638 93 50
紅玉（りんご） 3,522 397 113 93
ぐんま名月（りんご） 2,570 307 120 102
長芋 48,510 9,557 197 233
にんにく 20,826 31,320 1,504 2,018
短根人参 6,260 331 53 71
白菜 3,660 207 56 48
赤かぶ 9,750 469 48 60
ねぎ 12,724 2,457 193 302
土ねぎ 9,520 597 63 105
ゴボウ 6,682 1,173 176 326
ほうれん草 2,477 1,081 437 498
小松菜 687 186 271 355
干菊 44 458 10,420 2,585
干柿 5,777 3,570 618 424

2・3月の休場日
2月6日（日）・9日（水）・13日（日）・16日（水）・20日（日）・23日（水）・
　27日（日）
3月2日（水）・6日（日）・9日（水）・13日（日）・16日（水）・20日（日）・
　21日（月）・27日（日）・30日（水）

南部町医療センターからの
お知らせ ☎ 0178-76-2001

耳鼻咽喉科を開設しました
南部町医療センターでは、新たに耳鼻咽

喉科を開設しました。診療は下記のとおり
となっていますので、どうぞご利用ください。
診療日　　毎週月曜日・金曜日
受付時間　診察日の8時15分～15時まで
診療時間　14時～15時30分

青森労災病院医師の診療日

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時~

2月9日（水）

泌尿器科 要予約
診療　13時~

2月8日（火）・14日（月）・22日（火）・
　28日（月）、3月8日（火）

　まだお持ちでない方は、
今年こそ、マイナンバー
カードを作りましょう。
問い合わせは、住民生活
課（☎ 0178-38-5963）
まで。

そろそろ　あなたも　マイナンバーカード

近所から怒鳴り声がよく聞こえる／アザがある人がい
る／お金が自由に使えていないようだ／おびえている
お年寄りがいる／食事を食べさせてもらっていない
問合せ　地域包括支援センター（健康センター）
　　　　☎0178-76-2555

「もしかしたら？」
と思ったら迷わずご相談ください
しない、させない、高齢者虐待

1 ２ 月号

発行・編集
議会広報編集委員会
☎ 0178-38-5971

第 67号

あ ら ま し

議場を見学したあかね幼稚園の園児たち

　11月18日、19日、あかね幼稚園とチェリーこども園の園児たちが庁舎見学に訪れ、議場を見
学しました。
　また、11月29日から12月１日まで第105回定例会が開催され、田子町議会議員や商工会女性
部の皆さまが議会を傍聴しました。

議場を見学したあかね幼稚園の園児たち

議場を見学したチェリーこども園の園児たち 商工会女性部の皆さま

田子町議会議員の皆さま

▽　12月定例会の主な議案（24㌻～26㌻）
▽　議案に対する主な質疑（27㌻）
▽　一般質問
　⇒　南部町まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みと、今日までの成果と状況は。

（28㌻）
　⇒　新型コロナウイルス感染防止対策として町独自のガイドラインの作成を。 

３回目のワクチン接種に抗体検査の活用を。（29㌻）
　⇒　南部地区町営住宅の建設方針と進捗は。 

入浴施設等無料利用事業の拡大を。（30㌻）
▽　12月臨時会の主な議案（31㌻）
▽　常任委員会報告など（31㌻）

22広報なんぶちょう 2月号



1 ２ 月号

発行・編集
議会広報編集委員会
☎ 0178-38-5971

第 67号

あ ら ま し

議場を見学したあかね幼稚園の園児たち

　11月18日、19日、あかね幼稚園とチェリーこども園の園児たちが庁舎見学に訪れ、議場を見
学しました。
　また、11月29日から12月１日まで第105回定例会が開催され、田子町議会議員や商工会女性
部の皆さまが議会を傍聴しました。

議場を見学したあかね幼稚園の園児たち

議場を見学したチェリーこども園の園児たち 商工会女性部の皆さま

田子町議会議員の皆さま

▽　12月定例会の主な議案（24㌻～26㌻）
▽　議案に対する主な質疑（27㌻）
▽　一般質問
　⇒　南部町まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みと、今日までの成果と状況は。

（28㌻）
　⇒　新型コロナウイルス感染防止対策として町独自のガイドラインの作成を。 

３回目のワクチン接種に抗体検査の活用を。（29㌻）
　⇒　南部地区町営住宅の建設方針と進捗は。 

入浴施設等無料利用事業の拡大を。（30㌻）
▽　12月臨時会の主な議案（31㌻）
▽　常任委員会報告など（31㌻）

23 広報なんぶちょう 2月号



3 ２ 月号

主な議案（第 105回定例会）

　町では、介護分野などにおける人材不足解消や
人口減少対策の一環として、将来南部町で働くこ
とを目的に来町する外国人留学生などの生活拠点
施設として「南部町国際交流促進住宅」を整備し
ました。
　今後、町内福祉法人や、連携協定を結んでいる
八戸学院大学と連携し、外国人留学生の受け入れ
を推進していくこととしています。
　また「南部町国際交流センター」では、地域お
こし協力隊による日本語教室のほか、外国人同士
の交流や地域住民との交流など、外国人の生活支
援やさまざまな交流事業を実施しています。

問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961

国際交流センターでの日本語教室の様子

国際交流促進住宅・国際交流センター

予
　算

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
青
森
県
人
事
委
員
会

か
ら
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
報
告
お
よ
び
勧
告

に
準
じ
て
、
12
月
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・

１
７
５
月
と
し
、
令
和
４

年
６
月
お
よ
び
12
月
の
支

給
割
合
を
同
じ
割
合
に
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
感
染
症
防
疫
お
よ
び

家
畜
伝
染
病
防
疫
に
従
事

す
る
職
員
に
対
す
る
特
殊

勤
務
手
当
を
追
加
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
未
就

学
児
に
関
す
る
被
保
険
者

均
等
割
額
を
10
分
の
５
減

額
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

　
　
な
お
、
被
保
険
者
均
等

割
額
の
減
額
は
令
和
４
年

度
分
以
後
の
国
民
健
康
保

険
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

▽
　
健
康
保
険
法
施
行
令
な

■
南
部
町
国
際
交
流
促
進
住

宅
条
例
の
制
定

▽
　
外
国
人
留
学
生
な
ど
が

使
用
す
る
生
活
拠
点
施
設

を
「
南
部
町
国
際
交
流
促

進
住
宅
」
と
定
め
、
管
理

運
用
に
必
要
な
事
項
を
規

定
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
た
。

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
青
森
県
特
別
職
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
見

直
し
に
伴
い
、
県
に
準
じ

て
、
12
月
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
０・０
５
月

引
き
下
げ
１・５
２
５
月

と
し
、
令
和
４
年
６
月
お

よ
び
12
月
の
支
給
割
合
を

同
じ
割
合
に
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

支
給
額
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

　
　
な
お
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
総
額
42
万
円
に

変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
の
減
額
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
70
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
８
５
１
７
万
１
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▽
　
令
和
２
年
度
分
の

保
険
給
付
費
等
交
付

金
返
還
金
の
確
定
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
７
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

22
億
６
８
１
６
万
６
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
出
予
算
の
組
み
換
え

を
行
っ
た
。
な
お
、
予
算

総
額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
４
６
３
３
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
２
億
８
４
２
２
万
円

と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容

は
、
国
の
経
済
対
策
に
対

応
す
る
困
窮
世
帯
向
け

給
付
金
お
よ
び
18
歳
以

下
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
給
付
金
合
わ
せ
て

３
億
７
５
４
５
万
４
千

円
、
受
験
生
世
帯
の
灯

油
購
入
支
援
給
付
金

１
０
１
７
万
１
千
円
な
ど
。

条
　例

２ 月号 2

主な議案（第 105回定例会）

第
105
回
南
部
町
議
会

定
例
会

さ
ら
な
る
議
会
改
革
を
目
指
し
、 

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
再
設
置

　
第
１
０
５
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
令
和
３
年
度

各
会
計
補
正
予
算
、
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

■
特
別
委
員
会
の
設
置

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　
副
議
長
　
沼
畑
俊
一

【
提
案
理
由
】

　
　
地
方
議
会
の
果
た
す
役

割
や
責
任
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
重
要
性
を
増
し
て
お

り
、
議
会
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

情
報
の
公
開
、
透
明
性
の

向
上
を
図
る
こ
と
が
一
層

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
は
「
一
般
質
問
へ
の

一
問
一
答
方
式
お
よ
び
反

問
権
の
導
入
」、「
議
会
活

動
や
議
会
広
報
活
動
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
」
な
ど
を
検
討
す

る
た
め
、
設
置
す
る
。

　
　
設
置
す
る
期
間
は
令
和

５
年
９
月
ま
で
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
　
特
別
委
員
会
委
員
は
下

部
参
照
。

議
員
提
出

議
　
　案

■
南
部
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

の
一
部
改
正

【
提
出
者
】

　
南
部
町
議
会

　
　
　
副
議
長
　
沼
畑
俊
一

【
提
案
理
由
】

　
　
11
月
29
日
現
在
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
新
規
感
染
者
は
全
国
的

に
減
少
し
て
お
り
、
社
会

経
済
活
動
の
回
復
に
期
待

し
て
い
る
。

　
　
し
か
し
、
長
き
に
わ
た

る
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

の
影
響
か
ら
自
粛
ム
ー
ド

が
続
き
、
地
域
経
済
は
い

ま
だ
に
低
迷
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

　
　
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
種

経
済
対
策
事
業
の
財
源
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、

12
月
の
期
末
手
当
の
支
給

割
合
を
０・０
５
月
引
き

下
げ
１・５
２
５
月
と
し
、

令
和
４
年
６
月
お
よ
び
12

月
の
支
給
割
合
を
同
じ
割

合
に
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

▽
　
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

11
月
29
日
～
12
月
1
日

議員提出議案の説明を行う沼畑俊一副議長

※ 

一
般
質
問
を
予
定
し
て
い
た
川
守
田
稔
議
員
は
、
欠
席
の
た
め
一
般
質
問
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

議会改革推進特別委員会の設置
　第90回南部町議会定例会（令和元年12月）で設置
された「議会改革推進特別委員会」の任期満了に伴い、
今後も議会改革に取り組んでいくため、特別委員会を
再設置しました。
　委員会は５人で構成され、令和５年９月を期限とし
て、右の３点について調査・検討を行います。

検討事項
（１）一般質問への一問一答方式および

反問権の導入
（２）議会活動や議会広報活動のICT化
（３）その他議会改革に関すること

委員長 松 本 啓 吾 副委員長 坂 本 典 男 委　員 工 藤 愛 委　員 久 保 利 樹 委　員 山 田 賢 司
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3 ２ 月号

主な議案（第 105回定例会）

　町では、介護分野などにおける人材不足解消や
人口減少対策の一環として、将来南部町で働くこ
とを目的に来町する外国人留学生などの生活拠点
施設として「南部町国際交流促進住宅」を整備し
ました。
　今後、町内福祉法人や、連携協定を結んでいる
八戸学院大学と連携し、外国人留学生の受け入れ
を推進していくこととしています。
　また「南部町国際交流センター」では、地域お
こし協力隊による日本語教室のほか、外国人同士
の交流や地域住民との交流など、外国人の生活支
援やさまざまな交流事業を実施しています。

問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961

国際交流センターでの日本語教室の様子

国際交流促進住宅・国際交流センター

予
　算

■
南
部
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
　
青
森
県
人
事
委
員
会

か
ら
の
職
員
の
給
与
等
に

関
す
る
報
告
お
よ
び
勧
告

に
準
じ
て
、
12
月
の
期
末

手
当
の
支
給
割
合
を
０
・

０
５
月
引
き
下
げ
１
・

１
７
５
月
と
し
、
令
和
４

年
６
月
お
よ
び
12
月
の
支

給
割
合
を
同
じ
割
合
に
す

る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
っ
た
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
感
染
症
防
疫
お
よ
び

家
畜
伝
染
病
防
疫
に
従
事

す
る
職
員
に
対
す
る
特
殊

勤
務
手
当
を
追
加
す
る
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

▽
　
地
方
税
法
な
ど
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
子

育
て
世
代
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
未
就

学
児
に
関
す
る
被
保
険
者

均
等
割
額
を
10
分
の
５
減

額
す
る
な
ど
、
所
要
の
改

正
を
行
っ
た
。

　
　
な
お
、
被
保
険
者
均
等

割
額
の
減
額
は
令
和
４
年

度
分
以
後
の
国
民
健
康
保

険
税
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

■
南
部
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
改
正

▽
　
健
康
保
険
法
施
行
令
な

■
南
部
町
国
際
交
流
促
進
住

宅
条
例
の
制
定

▽
　
外
国
人
留
学
生
な
ど
が

使
用
す
る
生
活
拠
点
施
設

を
「
南
部
町
国
際
交
流
促

進
住
宅
」
と
定
め
、
管
理

運
用
に
必
要
な
事
項
を
規

定
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
た
。

■
南
部
町
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

▽
　
青
森
県
特
別
職
の
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
見

直
し
に
伴
い
、
県
に
準
じ

て
、
12
月
の
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
０・０
５
月

引
き
下
げ
１・５
２
５
月

と
し
、
令
和
４
年
６
月
お

よ
び
12
月
の
支
給
割
合
を

同
じ
割
合
に
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の

支
給
額
を
改
め
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

　
　
な
お
、
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
総
額
42
万
円
に

変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
件
費
の
減
額
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
70
万
円
を
減
額
し
、
総

額
を
８
５
１
７
万
１
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

▽
　
令
和
２
年
度
分
の

保
険
給
付
費
等
交
付

金
返
還
金
の
確
定
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
３
７
３
万
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

22
億
６
８
１
６
万
６
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
町
営
地
方
卸

売
市
場
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

▽
　
歳
出
予
算
の
組
み
換
え

を
行
っ
た
。
な
お
、
予
算

総
額
に
変
更
は
な
い
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
４
億
４
６
３
３
万
９
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
２
億
８
４
２
２
万
円

と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容

は
、
国
の
経
済
対
策
に
対

応
す
る
困
窮
世
帯
向
け

給
付
金
お
よ
び
18
歳
以

下
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
給
付
金
合
わ
せ
て

３
億
７
５
４
５
万
４
千

円
、
受
験
生
世
帯
の
灯

油
購
入
支
援
給
付
金

１
０
１
７
万
１
千
円
な
ど
。

条
　例
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5 ２ 月号

議案に対する主な質疑

タブレット端末を活用し会議資料の一部を電子化
　令和３年６月17日に導入したタブレット端末を活
用し、本会議や議会運営委員会などの会議資料の一部
をペーパーレス化しました。
　印刷費用などの削減だけでなく、従来よりも迅速な
資料配布による議会の活性化も期待されます。
　第105回定例会で設置された議会改革推進特別委員
会では、今後も調
査・検討を続け、
さらなるタブレッ
ト端末の活用や、
議会活動・議会広
報活動のICT化を
検討していきます。 議会運営委員会の様子

■
南
部
町
国
際
交
流
促
進
住

宅
条
例
の
制
定

【
問
】　
国
際
交
流
促
進
住

宅
の
利
用
者
が
負
担
す
る

光
熱
水
費
や
居
住
に
要
す

る
費
用
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
扱
い
に
な
る
の
か
。

工
藤
愛
　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
入
居
時
の
公
共
料
金
、

光
熱
水
費
、
灯
油
代
は
借

用
者
。
生
活
に
必
要
な
経

費
（
食
料
費
、
日
用
雑
貨

費
な
ど
）
は
使
用
者
が
負

担
す
る
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

【
問
】　
感
染
症
防
疫
お
よ

び
家
畜
伝
染
病
防
疫
に
従

事
す
る
職
員
へ
の
特
殊
勤

務
手
当
の
額
３
５
０
円
の

算
定
根
拠
は
。

山
田
賢
司
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
近
隣
町
村
の
金
額
を
参

考
に
１
日
に
つ
き
３
５
０

円
と
定
め
た
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
連
作
業
に

従
事
し
た
場
合
の
特
殊
勤

務
手
当
は
、
ど
う
い
っ
た

方
が
対
象
に
な
る
の
か
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原

検
査
に
従
事
し
た
職
員
、

コ
ロ
ナ
病
床
で
仕
事
に
従

事
し
た
職
員
な
ど
、
医
師

や
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
従
事
者
だ
け
で
な

く
、
事
務
の
職
員
も
対
象

に
な
る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

土
木
工
事
）

【
問
】　
あ
か
ね
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
工
事
を
土
木
工

事
、
建
設
工
事
、
機
械
設

備
工
事
、
電
気
設
備
工
事

の
４
工
事
に
分
け
た
根
拠

は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
建
築
工
事
を
、
専
門
的

な
分
野
（
土
木
・
建
築
・

機
械
設
備
・
電
気
設
備
）

に
分
け
て
発
注
し
、
受
注

機
会
を
多
く
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン

桜
場
周
辺
地
区
に
下
水
道

を
整
備
す
る
予
定
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
稼
働
し
て
い
る
処

理
場
の
維
持
管
理
に
費
用

が
か
か
り
、
新
た
な
排
水

処
理
場
の
建
設
に
着
工
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
集
合
処
理
下
水
道
事

業
に
着
手
し
て
い
な
い
地

域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
で
当
面
対
応
し
て
い
く
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
歳
入
予
算
で
町
民

税
が
約
１
億
２
０
０
０
万

円
増
え
て
い
る
が
要
因
は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算

は
、
前
年
度
の
課
税
実
績

を
基
本
に
、
総
務
省
か
ら

示
さ
れ
る
地
方
財
政
計
画

や
地
方
税
収
入
見
込
み
な

ど
の
増
減
率
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
勘

案
し
、
歳
入
欠
陥
と
な
ら

な
い
よ
う
積
算
を
行
っ
た

が
、
想
定
よ
り
税
収
が
減

少
し
な
か
っ
た
。
深
刻
な

伝
染
病
が
全
国
的
に
ま
ん

延
し
て
い
る
状
況
下
で
の

税
収
見
積
り
は
初
め
て
で

あ
り
、
今
年
度
の
例
を
参

考
に
今
後
の
税
収
に
つ
い

て
適
正
な
見
積
り
に
努
め

て
い
く
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
森
林
・
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
の
内
容

は
。

川
守
田
稔
　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
住
民
の

方
な
ど
と
里
山
を
整
備
す

る
事
業
で
、
青
森
県
里
山

協
議
会
へ
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
当
町
で
は
相

内
地
区
の
山
林
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

２ 月号 4

主な議案（第 105回定例会）

〇：賛成　×：反対　除：除斥
議長は採決に加わりません。賛否が分かれた議案

※賛否が分かれた議案以外は、すべて全会一致で可決しました。

議　案　名

審
議
の
結
果

工

藤

愛

松
本
啓
吾

久
保
利
樹

夏
堀
嘉
一
郎

坂
本
典
男

滝

田

勉

西
野
耕
太
郎

山
田
賢
司

八
木
田
憲
司

中
舘
文
雄

工
藤
正
孝

夏
堀
文
孝

沼
畑
俊
一

根

市

勲

馬
場
又
彦

川
守
田
稔

議案第106号
工事請負契約の締結について
（あかね浄化センター土木工事）

可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 除 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 ×

↓
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

▽
　
世
界
的
な
半
導
体
不
足

に
よ
り
、
介
護
保
険
シ
ス

テ
ム
機
器
の
納
入
が
年
度

内
に
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
、
更
新
関
連
費
用
を
減

額
す
る
な
ど
、
保
険
事
業

勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
か
ら
９
１
９
万
１
千

円
を
減
額
し
、
総
額
を

29
億
８
０
２
３
万
６
千
円

と
し
た
。

　
　
ま
た
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
利
用
件
数
の
増
加

に
伴
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
委
託
料
の
増
額
な

ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
48
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

５
３
８
万
９
千
円
と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
従
事
し

た
医
師
な
ど
へ
の
特
殊
勤

務
手
当
や
院
内
修
繕
経
費

の
増
額
な
ど
、
収
益
的
収

入
お
よ
び
支
出
予
定
額
の

総
額
に
２
２
２
７
万
７
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

12
億
１
０
１
４
万
９
千
円

と
し
た
。

■
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▽
　
広
域
連
合
に
納
付
す
る

保
険
料
負
担
金
の
確
定
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
８
２
２
万
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
２
億
６
２
３
９
万
９
千

円
と
し
た
。

そ
の
他

人
　事

■
南
部
町
大
字
下
名
久
井
字

田
端
外
17
字
財
産
区
管
理

会
委
員
の
選
任

▽
田
中
省
平 

氏
（
下
名
久
井
）

　
工
藤
義
人 

氏
（
下
名
久
井
）

　
工
藤
忠
治 

氏
（
下
名
久
井
）

　
高
森
隆
源 

氏
（
下
名
久
井
）

　
根
市
良
典 

氏
（
下
名
久
井
）

　
松
村
純
一 

氏
（
下
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
3
年
12
月
25
日
か
ら

令
和
7
年
12
月
24
日

設
し
、
排
水
処
理
施
設
の

更
新
を
行
う
。
本
工
事
は

あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

処
理
水
槽
本
体
を
建
設
す

る
た
め
工
事
請
負
契
約
を

締
結
す
る
も
の
。
工
期
は

令
和
５
年
３
月
20
日
ま
で
。

【
請
負
代
金
】

　
２
億
５
１
０
８
万
９
３
０
０
円

【
契
約
の
相
手
方
】

　
山
田
建
設
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
根
市
純
子

反
対
討
論

　
〇
夏
堀
嘉
一
郎
議
員

　
　
契
約
の
相
手
方
で
あ

る
山
田
建
設
は
、
長
年
に

わ
た
り
建
設
業
法
第
15
条

第
２
号
お
よ
び
第
26
条
１

項
、
３
項
を
無
視
し
て
営

業
し
て
き
た
違
反
業
者
で

あ
る
こ
と
が
独
自
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
そ
の
こ
と
か
ら
、
法

令
遵
守
の
概
念
が
な
い
違

反
業
者
と
の
本
契
約
締
結

は
、
言
語
道
断
な
所
業
で

あ
る
と
し
、
本
議
案
に
反

対
す
る
。

賛
成
討
論

　
〇
久
保
利
樹
議
員

　
　
本
工
事
に
お
け
る
入
札

で
は
、
６
業
者
中
２
業
者

が
辞
退
し
て
お
り
、
見
積

金
額
が
難
し
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
拝
見
し
て
い

る
。

　
　
発
注
者
側
（
町
側
）
と

指
名
業
者
と
の
信
頼
関
係

で
成
り
立
っ
て
い
る
入
札

で
あ
り
、
今
回
の
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
賛
成
で

あ
る
。

▽
　
議
員
14
人
（
除
斥
１

人
）
に
よ
る
起
立
採
決
の

結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
賛
否
は
下
段

の
表
の
と
お
り
。

※
　
町
で
は
、
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
の
執
行
に
あ

た
り
、
参
加
資
格
を
審
査

し
、
建
設
業
法
の
規
定
に

基
づ
く
特
定
建
設
業
の
許

可
な
ど
、
必
要
な
資
格
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。

あかね浄化センター完成イメージ

あかね浄化センター土木工事
により施工する箇所

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

土
木
工
事
）

▽
　
あ
か
ね
団
地
排
水
処
理

場
の
老
朽
化
に
よ
り
、
あ

か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建

26広報なんぶちょう 2月号



5 ２ 月号

議案に対する主な質疑

タブレット端末を活用し会議資料の一部を電子化
　令和３年６月17日に導入したタブレット端末を活
用し、本会議や議会運営委員会などの会議資料の一部
をペーパーレス化しました。
　印刷費用などの削減だけでなく、従来よりも迅速な
資料配布による議会の活性化も期待されます。
　第105回定例会で設置された議会改革推進特別委員
会では、今後も調
査・検討を続け、
さらなるタブレッ
ト端末の活用や、
議会活動・議会広
報活動のICT化を
検討していきます。 議会運営委員会の様子

■
南
部
町
国
際
交
流
促
進
住

宅
条
例
の
制
定

【
問
】　
国
際
交
流
促
進
住

宅
の
利
用
者
が
負
担
す
る

光
熱
水
費
や
居
住
に
要
す

る
費
用
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
扱
い
に
な
る
の
か
。

工
藤
愛
　
議
員

【
交
流
推
進
課
長
答
弁
】

　
　
入
居
時
の
公
共
料
金
、

光
熱
水
費
、
灯
油
代
は
借

用
者
。
生
活
に
必
要
な
経

費
（
食
料
費
、
日
用
雑
貨

費
な
ど
）
は
使
用
者
が
負

担
す
る
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

【
問
】　
感
染
症
防
疫
お
よ

び
家
畜
伝
染
病
防
疫
に
従

事
す
る
職
員
へ
の
特
殊
勤

務
手
当
の
額
３
５
０
円
の

算
定
根
拠
は
。

山
田
賢
司
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
近
隣
町
村
の
金
額
を
参

考
に
１
日
に
つ
き
３
５
０

円
と
定
め
た
。

■
南
部
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

【
問
】　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
関
連
作
業
に

従
事
し
た
場
合
の
特
殊
勤

務
手
当
は
、
ど
う
い
っ
た

方
が
対
象
に
な
る
の
か
。

西
野
耕
太
郎
　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原

検
査
に
従
事
し
た
職
員
、

コ
ロ
ナ
病
床
で
仕
事
に
従

事
し
た
職
員
な
ど
、
医
師

や
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
従
事
者
だ
け
で
な

く
、
事
務
の
職
員
も
対
象

に
な
る
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　（
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

土
木
工
事
）

【
問
】　
あ
か
ね
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
工
事
を
土
木
工

事
、
建
設
工
事
、
機
械
設

備
工
事
、
電
気
設
備
工
事

の
４
工
事
に
分
け
た
根
拠

は
。

中
舘
文
雄
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
建
築
工
事
を
、
専
門
的

な
分
野
（
土
木
・
建
築
・

機
械
設
備
・
電
気
設
備
）

に
分
け
て
発
注
し
、
受
注

機
会
を
多
く
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン

桜
場
周
辺
地
区
に
下
水
道

を
整
備
す
る
予
定
は
。

工
藤
正
孝
　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
現
在
稼
働
し
て
い
る
処

理
場
の
維
持
管
理
に
費
用

が
か
か
り
、
新
た
な
排
水

処
理
場
の
建
設
に
着
工
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
集
合
処
理
下
水
道
事

業
に
着
手
し
て
い
な
い
地

域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化

槽
で
当
面
対
応
し
て
い
く
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
歳
入
予
算
で
町
民

税
が
約
１
億
２
０
０
０
万

円
増
え
て
い
る
が
要
因
は
。

八
木
田
憲
司
　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
３
年
度
当
初
予
算

は
、
前
年
度
の
課
税
実
績

を
基
本
に
、
総
務
省
か
ら

示
さ
れ
る
地
方
財
政
計
画

や
地
方
税
収
入
見
込
み
な

ど
の
増
減
率
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
勘

案
し
、
歳
入
欠
陥
と
な
ら

な
い
よ
う
積
算
を
行
っ
た

が
、
想
定
よ
り
税
収
が
減

少
し
な
か
っ
た
。
深
刻
な

伝
染
病
が
全
国
的
に
ま
ん

延
し
て
い
る
状
況
下
で
の

税
収
見
積
り
は
初
め
て
で

あ
り
、
今
年
度
の
例
を
参

考
に
今
後
の
税
収
に
つ
い

て
適
正
な
見
積
り
に
努
め

て
い
く
。

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

【
問
】　
森
林
・
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
の
内
容

は
。

川
守
田
稔
　
議
員

【
農
林
課
長
答
弁
】

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
住
民
の

方
な
ど
と
里
山
を
整
備
す

る
事
業
で
、
青
森
県
里
山

協
議
会
へ
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
当
町
で
は
相

内
地
区
の
山
林
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議
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7 ２ 月号

ここが聞きたい！一般質問！

新型コロナワクチン接種証明書
　新型コロナワクチン接種証明書は、役
場 窓 口 で 発 行 す る【書 面】と、マ イ ナ
ン バ ー カ ー ド を 利 用 し、ス マ ー ト フ ォ
ン の ア プ リ で 発 行 す る 

【電子版】の二つの方法で
取得することができます。
　【電子版】の利用には、
必要な動作環境があります
ので、デジタル庁ホームペー
ジをご確認ください。
　デジタル庁ホームページ
は、右のQRコードからご
覧いただけます。

▲接種証明書アプリ

国
が
推
奨
す
る

接
種
方
法
で
実
施
し

て
い
く ３

回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
抗
体
検

査
の
活
用
を

質
　
問
　
11
月
30
日
現
在
、

青
森
県
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
陽
性

者
数
ゼ
ロ
が
数
週
間
続
い
て

い
る
。
住
民
の
間
か
ら
も
安

堵
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
少
し
ず
つ
経
済
活
動

が
動
き
出
し
て
き
て
い
る
。

　
行
動
制
限
も
徐
々
に
解
除

さ
れ
、
国
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
検
査
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
・
飲
食
・
旅
行
な
ど
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
く
の
人
は
自

主
的
に
行
動
を
制
限
し
活
動

し
て
い
る
の
が
実
態
あ
り
、

こ
れ
は
行
動
制
限
に
つ
い
て

明
確
な
広
報
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
一
つ
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
規
制
緩
和
は
自
治
体
や
専

門
家
ご
と
に
意
見
が
異
な

り
、
ど
れ
を
守
っ
た
ら
よ
い

の
か
、
ど
れ
を
参
考
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

最
低
限
守
る
べ
き
事
項
を
示

し
た
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
長
期
に
わ
た
っ

て
活
動
の
自
粛
や
制
限
が
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
感
染
状
況
が
下
火
と

な
っ
た
現
在
で
も
、
心
理
的

な
影
響
か
ら
飲
食
を
は
じ
め

と
す
る
活
動
の
自
粛
や
戸
惑

い
が
生
じ
て
い
る
。
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
日
常
生
活
と
経
済
を

回
復
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
は
必
須
要

件
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
国
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て

町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

国
の
制
度
設
計
や
県
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く

質
　
問
　
３
回
目
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
副

反
応
を
心
配
す
る
方
が
多
い

と
聞
く
。
医
療
セ
ン
タ
ー
に

は
抗
体
検
査
機
器
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、
検
査
に
よ
り
中

和
抗
体
の
量
を
確
認
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
判
断
材
料
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
国
で
は
感
染
が
再

拡
大
し
た
場
合
に
、
無
症
状

の
方
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
数
料

を
無
料
に
す
る
方
向
で
動
い

て
い
る
。
町
で
も
、
い
ち
早

く
コ
ロ
ナ
関
連
の
検
査
手
数

料
を
無
料
に
す
る
の
が
よ
い

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
中
和
抗
体
は
あ

る
一
定
以
上
の
量
を
保
有
し

て
い
る
場
合
に
感
染
予
防
や

重
症
化
リ
ス
ク
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
抗
体
検
査
で
中
和
抗
体

の
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
結
果
の
数
値
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
リ
ス
ク
に
ど
の
程
度

影
響
す
る
か
は
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

抗
体
検
査
を
受
け
、
自
己
判

断
で
気
に
な
る
数
値
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
８
カ
月
を
経

過
し
て
い
な
け
れ
ば
、
３
回

目
の
接
種
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　
中
和
抗
体
の
量
を
数
値
で

確
認
し
た
い
と
希
望
す
る
方

に
は
、
12
月
中
旬
か
ら
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
実
施
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
抗
体
検
査
の
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
抗
体

検
査
費
用
に
対
す
る
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

問答

問

山 田 賢 司 議 員

答

種
証
明
書
や
検
査
に
よ
る
陰

性
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
他
者
に
２
次
感
染
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
を
証

明
す
る
ワ
ク
チ
ン
・
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
技
術
検
証
が

行
わ
れ
て
お
り
、
経
済
社
会

活
動
の
制
限
を
緩
和
さ
せ
る

具
体
的
な
制
度
設
計
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
国
の
制
度
設
計
や
県
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。
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一  般  質  問

　空き家・空き地バンクへ登録する物件の環
境整備などに対して補助金を交付しています。
　詳細な内容につきましては、担当課へお問
い合わせください。
事業内容
1.家財道具の処分など、環境整備を行う事業
　補助率　10分の10（上限額 10万円）
2.空き家の解体処分を行う事業
　補助率　10分の1.25（上限額 20万円）
補助対象経費
　ごみ処理手数料/ごみ収集・運搬料金/
　解体処分に係る経費　など
問合せ　交流推進課　☎0178-38-5961

空き家等利活用促進事業

中 舘 文 雄 議 員

質
　
問
　
南
部
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
成
総
合
戦
略

は
、
人
口
推
移
と
人
口
減
少

か
ら
生
じ
る
経
済
、
地
域
社

会
の
課
題
に
対
し
て
一
体
的

に
取
り
組
み
、
南
部
町
の
未

来
を
描
く
た
め
に
策
定
さ
れ

た
も
の
で
、「
活
力
に
満
ち

た
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」、「
ち
い
き
子
育
て
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
魅
力
あ

る
達
者
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

「
い
つ
ま
で
も
住
み
た
い
ま

ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
４
つ

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
交
流

人
口
に
期
待
す
る
施
策
は
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
主
な

施
策
や
具
体
的
な
政
策
に
つ

い
て
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
今
日
ま
で
の
取
り
組
み
と

具
体
的
成
果
は
。

②
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
掲
げ
た
主
な
施
策
の
取
り

組
み
と
成
果
は
。

③
未
利
用
町
有
地
や
空
き
施

設
活
用
を
検
討
す
る
た
め
、

検
討
委
員
会
な
ど
の
設
置
が

有
意
義
だ
と
思
う
が
、
検
討

す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
①
チ
ェ
リ
ー
タ

ウ
ン
桜
場
宅
地
分
譲
事
業
で

は
、
１
４
０
人
（
う
ち
転
入

者
76
人
）
が
入
居
予
定
で
あ

る
。
予
約
受
付
開
始
か
ら
約

２
年
間
で
完
売
し
、
主
に
子

育
て
世
代
か
ら
購
入
い
た
だ

い
た
こ
と
は
「
ち
い
き
子
育

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
掲
げ

て
い
る
充
実
し
た
子
育
て
支

援
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
空
き
家
等
利
活
用
促
進
事

業
で
は
、
補
助
金
の
創
設
に

よ
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
今

年
度
の
11
月
１
日
ま
で
に
空

き
家
バ
ン
ク
25
件
、
空
き
地

バ
ン
ク
36
件
が
登
録
さ
れ
、

こ
の
う
ち
21
件
が
売
買
・
賃

貸
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
よ
り
、
町
単
独
事
業
費
の

特
別
交
付
税
算
入
や
補
助
率

の
か
さ
上
げ
な
ど
財
源
確
保

の
一
端
も
担
っ
て
い
る
。

②
農
業
で
は
、
農
業
所
得
収

益
性
の
向
上
、
担
い
手
の
育

成
な
ど
を
施
策
に
掲
げ
、
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
や
ジ
ュ

ノ
ハ
ー
ト
・
達
者
米
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
規
就
農
者
数
は
、

新
規
就
農
相
談
の
随
時
受
付

や
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う
こ

と
で
、
令
和
６
年
度
の
目
標

値
69
人
に
対
し
、
令
和
２
年

度
実
績
で
62
人
と
順
調
に
推

移
し
て
い
る
。

　
商
工
業
で
は
、
町
内
の
商

工
業
の
活
性
化
を
図
る
買
物

支
援
事
業
や
、
創
業
支
援
事

業
に
よ
る
起
業
支
援
策
の
充

実
、
起
業
者
の
育
成
・
強
化

の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
規
開
業
事
務
所
数

は
、
令
和
６
年
度
の
目
標
値

33
事
業
所
に
対
し
、
令
和
２

年
度
実
績
で
25
事
業
所
と
、

お
お
む
ね
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。

　
昨
年
度
、
町
独
自
の
商
工

業
コ
ロ
ナ
対
策
補
助
金
を
創

答
各分野において様々な事業を展開し、
目標値に向け順調に推移している

設
し
た
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
か
か
わ
ら
ず
10
件
の
新

規
創
業
者
が
あ
り
、
起
業
者

の
育
成
・
強
化
を
さ
ら
に
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

③
未
利
用
地
は
旧
鳥
舌
内
小

学
校
跡
地
な
ど
、
空
き
施
設

は
旧
小
松
沢
集
会
所
を
保
有

し
て
い
る
。

　
未
利
用
地
や
空
き
施
設
は

可
能
な
限
り
有
効
活
用
し
、

活
用
で
き
な
い
財
産
は
売
却

を
進
め
て
い
る
。
旧
名
川
病

院
健
診
棟
を
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
旧
福
地
村
学

校
給
食
共
同
調
理
場
跡
地
を

あ
か
ね
浄
化
セ
ン
タ
ー
用
地

と
し
て
有
効
活
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
旧
杉
沢
児
童
館

跡
地
、
旧
福
地
第
４
分
団
屯

所
跡
地
を
令
和
３
年
度
に
売

却
し
て
い
る
。

　
今
後
も
未
利
用
地
や
空
き

施
設
の
売
却
、
他
事
業
へ
の

有
効
活
用
を
検
討
し
、
そ
の

過
程
で
検
討
委
員
会
な
ど
の

設
置
を
適
時
判
断
し
て
い
き

た
い
。

問
南部町まち・ひと・しごと創生総合戦略
の取り組みと、今日までの成果と状況は
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ここが聞きたい！一般質問！

新型コロナワクチン接種証明書
　新型コロナワクチン接種証明書は、役
場 窓 口 で 発 行 す る【書 面】と、マ イ ナ
ン バ ー カ ー ド を 利 用 し、ス マ ー ト フ ォ
ン の ア プ リ で 発 行 す る 

【電子版】の二つの方法で
取得することができます。
　【電子版】の利用には、
必要な動作環境があります
ので、デジタル庁ホームペー
ジをご確認ください。
　デジタル庁ホームページ
は、右のQRコードからご
覧いただけます。

▲接種証明書アプリ

国
が
推
奨
す
る

接
種
方
法
で
実
施
し

て
い
く ３

回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
抗
体
検

査
の
活
用
を

質
　
問
　
11
月
30
日
現
在
、

青
森
県
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
陽
性

者
数
ゼ
ロ
が
数
週
間
続
い
て

い
る
。
住
民
の
間
か
ら
も
安

堵
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
少
し
ず
つ
経
済
活
動

が
動
き
出
し
て
き
て
い
る
。

　
行
動
制
限
も
徐
々
に
解
除

さ
れ
、
国
は
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
検
査
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
・
飲
食
・
旅
行
な
ど
の
実

証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
多
く
の
人
は
自

主
的
に
行
動
を
制
限
し
活
動

し
て
い
る
の
が
実
態
あ
り
、

こ
れ
は
行
動
制
限
に
つ
い
て

明
確
な
広
報
が
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
一
つ
の
要
因
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
規
制
緩
和
は
自
治
体
や
専

門
家
ご
と
に
意
見
が
異
な

り
、
ど
れ
を
守
っ
た
ら
よ
い

の
か
、
ど
れ
を
参
考
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

最
低
限
守
る
べ
き
事
項
を
示

し
た
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
成
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
長
期
に
わ
た
っ

て
活
動
の
自
粛
や
制
限
が
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
感
染
状
況
が
下
火
と

な
っ
た
現
在
で
も
、
心
理
的

な
影
響
か
ら
飲
食
を
は
じ
め

と
す
る
活
動
の
自
粛
や
戸
惑

い
が
生
じ
て
い
る
。
基
本
的

な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
日
常
生
活
と
経
済
を

回
復
さ
せ
る
た
め
の
枠
組
み

を
構
築
す
る
こ
と
は
必
須
要

件
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
国
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て

町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を

国
の
制
度
設
計
や
県
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く

質
　
問
　
３
回
目
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、
副

反
応
を
心
配
す
る
方
が
多
い

と
聞
く
。
医
療
セ
ン
タ
ー
に

は
抗
体
検
査
機
器
が
導
入
さ

れ
て
お
り
、
検
査
に
よ
り
中

和
抗
体
の
量
を
確
認
し
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
判
断
材
料
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
が
、
町
の
考
え
は
。

　
ま
た
、
国
で
は
感
染
が
再

拡
大
し
た
場
合
に
、
無
症
状

の
方
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
手
数
料

を
無
料
に
す
る
方
向
で
動
い

て
い
る
。
町
で
も
、
い
ち
早

く
コ
ロ
ナ
関
連
の
検
査
手
数

料
を
無
料
に
す
る
の
が
よ
い

と
考
え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
中
和
抗
体
は
あ

る
一
定
以
上
の
量
を
保
有
し

て
い
る
場
合
に
感
染
予
防
や

重
症
化
リ
ス
ク
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て

い
る
抗
体
検
査
で
中
和
抗
体

の
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
結
果
の
数
値
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
リ
ス
ク
に
ど
の
程
度

影
響
す
る
か
は
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

抗
体
検
査
を
受
け
、
自
己
判

断
で
気
に
な
る
数
値
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
８
カ
月
を
経

過
し
て
い
な
け
れ
ば
、
３
回

目
の
接
種
は
受
け
ら
れ
な
い
。

　
中
和
抗
体
の
量
を
数
値
で

確
認
し
た
い
と
希
望
す
る
方

に
は
、
12
月
中
旬
か
ら
検
査

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
実
施
体

制
を
整
備
し
て
い
る
。

　
町
で
は
、
抗
体
検
査
の
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
抗
体

検
査
費
用
に
対
す
る
助
成
は

考
え
て
い
な
い
。

問答

問

山 田 賢 司 議 員

答

種
証
明
書
や
検
査
に
よ
る
陰

性
証
明
書
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
他
者
に
２
次
感
染
さ
せ

る
リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
を
証

明
す
る
ワ
ク
チ
ン
・
検
査

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
技
術
検
証
が

行
わ
れ
て
お
り
、
経
済
社
会

活
動
の
制
限
を
緩
和
さ
せ
る

具
体
的
な
制
度
設
計
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
国
の
制
度
設
計
や
県
の

動
向
を
見
据
え
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
く
。
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9 ２ 月号

主な議案（第 106 回臨時会）、常任委員会報告など

　
令
和
５
年
度
の
開
校
に

向
け
、
学
校
統
合
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
が
、
教
育
と
は
、
誰

が
た
め
の
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
に
生
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

と
他
者
を
愛
し
、
生
涯
豊

か
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

誠
心
誠
意
の
議
論
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
　
工
藤 

愛
　
記

常任委員会の所管事務調査計画（令和４年３月まで）

総務企画常任委員会
委 員 長：中舘文雄
副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、
　　　　　松本啓吾
１）統一的な基準による地方公会
計について

常任委員会の調査結果報告

⇒　令和３年度に町内会から整備要望があっ
た「小波田・中居構線」は、道幅が狭く交
通量も多いため、南部町道路整備計画に基
づき整備を進めていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会 委員長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

令和３年11月15日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

町道整備要望箇所の現地調査調 査

果結

町道小波田・中居構線現地調査の様子

１）耕作放棄地ついて １）小・中学校統合及び学童保育
について
２）ワクチン接種証明書の活用に
ついて

産業建設常任委員会 教育民生常任委員会
委 員 長：根市勲
副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、
　　　　　滝田勉

委 員 長：山田賢司
副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、
　　　　　坂本典男、久保利樹

議会傍聴
　令和４年度予算を審議する３月
定例会は、３月２日に開会する予
定ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありま
すので、議会事務局までお問い合
わせください。

☎0178-38-5971

第
106
回
南
部
町
議
会

臨
時
会

18
歳
以
下
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
を
含
む 

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
０
６
回
臨
時
会
に
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
27
日

主
な
議
案

予
　算

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
１
６
９
２
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
４
億
１
１
４
万
２
千

円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
家

計
が
急
変
し
た
世
帯
へ

の
給
付
金
２
０
０
０
万

円
、
18
歳
以
下
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

９
６
０
０
万
円
な
ど
。

※
　
南
部
町
で
は
、
18
歳
以

下
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
給
付
金
10
万
円
を
全
て

現
金
で
給
付
し
ま
す
。

２ 月号 8

一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！

工 藤 愛 議 員

質
　
問
　
町
営
住
宅
は
、
福

地
地
区
は
平
成
22
年
に
、
名

川
地
区
は
平
成
23
年
に
建
て

替
え
が
完
了
し
て
い
る
。
一

方
で
南
部
地
区
は
、
い
ま
だ

建
て
替
え
が
進
ま
ず
、
現
在

も
６
カ
所
に
点
在
し
て
い
る
。

　
南
部
地
区
の
町
営
住
宅

は
、
多
く
の
住
宅
で
築
40
年

以
上
が
経
過
し
、
新
規
入
居

で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
進
行
す
る
少
子
化
、
住

環
境
の
悪
化
に
よ
る
人
口
流

出
を
防
ぐ
た
め
、
早
期
の
建

設
が
必
要
と
考
え
、
建
設
に

関
す
る
方
針
と
進
捗
状
況
を

伺
う
。

町
長
答
弁
　
南
部
地
区
の
町

営
住
宅
は
６
団
地
１
４
９
戸

で
、
こ
の
う
ち
現
在
入
居
さ

れ
て
い
る
戸
数
は
１
０
５
戸

で
あ
る
。
残
り
の
44
戸
は
、

建
替
事
業
を
行
う
た
め
、
政

策
空
き
家
（
建
替
事
業
を
行

う
た
め
、
新
た
な
入
居
募
集

を
し
な
い
こ
と
）
と
な
っ
て

い
る
。

　
平
成
30
年
度
に
南
部
地
区

町
営
住
宅
建
替
基
本
計
画
を

策
定
し
、
将
来
人
口
な
ど
か

ら
、
南
部
地
区
の
町
営
住
宅

の
必
要
戸
数
を
１
１
２
戸
と

推
計
し
て
い
る
。
建
設
予
定

地
は
既
存
住
宅
の
近
傍
地
が

望
ま
し
く
、
財
政
面
か
ら
町

有
地
を
優
先
し
て
検
討
し
、

現
状
の
６
団
地
を
２
か
ら
３

団
地
程
度
に
集
約
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
南
部
地
区
の
全
て
の
団
地

を
一
度
に
建
て
替
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
住
宅
を
維
持
修

繕
に
よ
り
適
切
に
管
理
し
な

が
ら
、
計
画
的
に
建
て
替
え

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
現
在
入
居
し
て
い

る
方
々
が
、
建
替
後
の
町
営

住
宅
に
再
入
居
で
き
る
よ
う

に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
子
育
て
世
帯
に
優
し

い
生
活
環
境
を
第
一
に
考

え
、
公
共
交
通
機
関
が
利
用

し
や
す
く
、
学
校
や
商
店
が

近
い
な
ど
の
立
地
条
件
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
年
度
、
具
体
的
な
建
替

計
画
を
策
定
し
、
立
地
条
件

や
造
成
費
な
ど
を
考
慮
し
た

建
設
予
定
地
の
絞
り
込
み
、

住
宅
整
備
地
内
の
道
路
や
水

道
な
ど
の
整
備
、
住
宅
建
設

や
既
存
建
物
の
除
却
な
ど
、

事
業
全
体
の
年
度
別
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る
。

　
南
部
地
区
町
営
住
宅
の
建

て
替
え
は
、
早
期
の
建
設
が

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
年
度
末
に
策
定
す
る

南
部
地
区
町
営
住
宅
建
替
候

補
地
選
定
・
基
本
計
画
を
基

に
、
他
の
事
案
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
早
期
の
完
成
に

向
け
着
手
し
て
い
く
。

上
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
無
料
券
を
使
わ
な
い
・

使
っ
た
こ
と
が
な
い
町
民
も

い
る
こ
と
か
ら
事
業
内
容
の

見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
次

の
質
問
を
す
る
。

①
事
業
開
始
か
ら
の
利
用
率

推
移
は
。

②
利
用
率
低
迷
の
理
由
は
。

③
町
内
産
業
振
興
、
券
発
行

に
関
わ
る
事
務
費
削
減
の
観

点
か
ら
、
例
え
ば
70
歳
以
上

の
方
を
原
則
無
料
に
す
る
な

ど
、
年
を
重
ね
る
こ
と
が
楽

し
み
に
な
る
よ
う
な
事
業
に

変
更
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁
　
①
利
用
率
の
推

移
は
下
表
の
と
お
り
。

②
自
宅
で
入
浴
を
済
ま
せ
て

い
る
・
自
家
用
車
が
な
い
・

運
転
で
き
な
い
と
い
っ
た
家

庭
環
境
的
な
要
因
や
、
自
宅

か
ら
バ
ス
停
が
遠
い
・
バ
ス

の
乗
車
時
間
が
長
い
と
い
っ

た
地
理
的
な
要
因
、
病
気
や

障
害
・
要
介
護
状
態
と
い
っ

た
身
体
的
な
要
因
が
主
な
理

由
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

③
入
浴
施
設
等
無
料
利
用
事

業
は
、
平
成
６
年
に
旧
福
地

村
で
始
め
た
事
業
を
町
村
合

併
を
機
に
全
町
で
実
施
し
た

ほ
か
、
チ
ェ
リ
ウ
ス
や
民
間

施
設
へ
の
利
用
拡
大
、
個
人

負
担
の
廃
止
な
ど
、
事
業
の

見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。
引

き
続
き
町
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
よ
り
よ
い
事
業
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

南部地区町営住宅建替候補地選定・基本
計画を策定し、早期の完成を目指す

問 南部地区町営住宅の建設方針と進捗は

引
き
続
き
事
業

内
容
の
検
討
に
取
り

組
ん
で
い
く

入
浴
施
設
等
無
料

利
用
事
業
の
拡
大
を

問答質
　
問
　
入
浴
施
設
等
無
料

利
用
事
業
は
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
お
よ
び
入
浴
を
通
じ

た
交
流
促
進
、
自
助
力
の
向

30%

40%

50%

平
成
23
年
度

平
成
26
年
度

平
成
30
年
度

平
成
29
年
度

平
成
28
年
度

平
成
27
年
度

平
成
25
年
度

平
成
24
年
度

令
和
元
年
度

令
和
２
年
度

40.25%

25.41%
33.52%

答

※利用率は入浴券の
　利用枚数から算出

入浴施設等無料利用事業の利用率の推移

30広報なんぶちょう 2月号



9 ２ 月号

主な議案（第 106 回臨時会）、常任委員会報告など

　
令
和
５
年
度
の
開
校
に

向
け
、
学
校
統
合
の
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
考
え
さ
せ
ら
れ

る
の
が
、
教
育
と
は
、
誰

が
た
め
の
も
の
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
こ
の
地
に
生
を
受
け
た

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分

と
他
者
を
愛
し
、
生
涯
豊

か
な
人
生
が
送
れ
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
皆
さ
ま
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

誠
心
誠
意
の
議
論
を
尽
く

す
所
存
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
　
工
藤 

愛
　
記

常任委員会の所管事務調査計画（令和４年３月まで）

総務企画常任委員会
委 員 長：中舘文雄
副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、夏堀嘉一郎、
　　　　　松本啓吾
１）統一的な基準による地方公会
計について

常任委員会の調査結果報告

⇒　令和３年度に町内会から整備要望があっ
た「小波田・中居構線」は、道幅が狭く交
通量も多いため、南部町道路整備計画に基
づき整備を進めていく必要があると思われる。

産業建設常任委員会 委員長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

令和３年11月15日に町担当課の説明を受け現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

町道整備要望箇所の現地調査調 査

果結

町道小波田・中居構線現地調査の様子

１）耕作放棄地ついて １）小・中学校統合及び学童保育
について
２）ワクチン接種証明書の活用に
ついて

産業建設常任委員会 教育民生常任委員会
委 員 長：根市勲
副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、
　　　　　滝田勉

委 員 長：山田賢司
副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、
　　　　　坂本典男、久保利樹

議会傍聴
　令和４年度予算を審議する３月
定例会は、３月２日に開会する予
定ですので、傍聴にお越しください。
　なお、傍聴席には限りがありま
すので、議会事務局までお問い合
わせください。

☎0178-38-5971

第
106
回
南
部
町
議
会

臨
時
会

18
歳
以
下
の
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
給
付
金
を
含
む 

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　
第
１
０
６
回
臨
時
会
に
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

12
月
27
日

主
な
議
案

予
　算

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

▽
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
１
６
９
２
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
４
億
１
１
４
万
２
千

円
と
し
た
。

　
　
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
家

計
が
急
変
し
た
世
帯
へ

の
給
付
金
２
０
０
０
万

円
、
18
歳
以
下
の
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
給
付
金

９
６
０
０
万
円
な
ど
。

※
　
南
部
町
で
は
、
18
歳
以

下
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
給
付
金
10
万
円
を
全
て

現
金
で
給
付
し
ま
す
。
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令
和
3
年
・
令
和
4
年
成
人
式

1
月
9
日
、
楽
楽
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
1
年
越
し
と
な
っ
た
令

和
3
年
成
人
式
と
、
令
和
4
年
成
人
式
を
午
前
と
午
後
に
わ
け
同

日
開
催
。
検
温
や
手
指
消
毒
の
徹
底
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
な
か
、
令
和
3
年
の
新
成
人

１
６
５
中
76
人
と
、
令
和
4
年
の
新
成
人
１
８
１
人
中
１
３
４
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
記
念
品
贈
呈
や
新
成
人
代
表
に
よ
る
謝
辞
な
ど
が
行

わ
れ
、
式
典
後
に
は
新
成
人
有
志
の
成
人
式
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー

が
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
今
回
か
ら
屋
外
に
撮
影
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
ス
ー
ツ
や
色
鮮
や
か
な
振
り
袖
で
着
飾
っ
た
新
成
人

た
ち
が
笑
顔
で
記
念
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

令和4年成人式実行委員会のメンバー令和3年成人式実行委員会のメンバー

※新型コロナウイルス感染防止対
策を徹底のうえ、写真撮影時の
みマスクを外しています。
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